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学校適正配置案を策定

平成20年度当初予算の概要

十余三パークゴルフ場の
臨時職員募集
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 — 6

 — 25

主な内容「えきばん」スタート
　安全・安心なまちづくりを目指し、4月
から業務を開始した成田市駅前番所（えき
ばん）。警察官OBの「えきばん員」たちが
JR成田駅西口周辺に目を光らせます。



　

教
育
委
員
会
で
は
、
広
報
な
り
た

1
月
15
日
号
で
公
表
し
た
将
来
の
児
童

生
徒
数
の
推
計
結
果
に
基
づ
き
、
小
中

学
校
の
現
状
お
よ
び
長
期
展
望
を
踏
ま

え
、
学
校
適
正
配
置
の
具
体
案
に
つ
い

て
検
討
し
ま
し
た
。

　

検
討
に
当
た
っ
て
は
、
適
正
配
置
の

基
本
方
針（
3
ペ
ー
ジ
）の
下
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
教
育
や
教

育
環
境
が
最
も
望
ま
し
い
も
の
で
あ
る

か
と
い
う
視
点
、
教
育
の
機
会
均
等
・

教
育
諸
条
件
の
公
平
性
を
確
保
す
る
観

点
、
さ
ら
に
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ

の
影
響
な
ど
を
勘
案
し
ま
し
た
。

地
区
別
適
正
配
置
案

︻
成
田
地
区
︼図
①

　

成
田
小
学
校
と
美
郷
台
小
学
校
は
既

存
施
設
で
対
応
可
能
で
す
。

　

成
田
中
学
校
は
、
全
体
的
に
は
生
徒

数
は
増
加
傾
向
で
す
が
、
学
級
数
と
し

て
は
平
成
19
年
度
と
同
数
で
推
移
す
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

成
田
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
市
全
域

の
適
正
配
置
に
伴
い
、
豊
住
中
学
校
と

統
合
し
、
花
崎
町
、
馬
橋
、
新
町
、
囲

護
台
を
西
中
学
校
区
か
ら
成
田
中
学
校

区
へ
移
管
す
る
な
ど
、
西
中
学
校
と
の

学
区
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

︻
公
津
地
区
︼図
②

　

公
津
小
学
校
は
、
今
後
当
分
の
間
は

大
き
な
児
童
数
の
変
動
は
見
込
ま
れ
ま

せ
ん
。

　

平
成
小
学
校
と
公
津
の
杜
小
学
校

は
、
学
区
内
の
人
口
増
加
に
伴
い
、
児

童
数
も
着
実
に
増
え
て
い
く
と
見
込
ま

れ
る
た
め
、
校
舎
の
増
築
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

中
学
校
に
関
し
て
は
、
西
中
学
校
の

大
規
模
校
化
に
対
処
す
る
た
め
に
、
分

離
校
を
公
津
の
杜
地
区
に
新
設
し
ま

す
。

︻
八
生
地
区
︼

　

八
生
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
児
童
数

は
減
少
傾
向
で
あ
る
も
の
の
平
成
25
年

度
に
お
い
て
も
複
式
学
級
化
は
見
込
ま

れ
ま
せ
ん
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠

点
と
し
て
の
重
要
性
に
も
か
ん
が
み
、

当
分
の
間
、
現
状
を
維
持
す
る
こ
と
と

し
ま
す
。

︻
中
郷
地
区
︼

　

中
郷
小
学
校
は
、児
童
数
が
減
少
し
、

平
成
20
年
度
に
は
複
式
学
級
規
模
と
な

る
見
込
み
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
来
で
あ
れ
ば
他
校
と

統
合
し
た
方
が
教
育
環
境
と
し
て
は
望

ま
し
い
の
で
す
が
、
地
区
に
あ
る
唯
一

の
学
校
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点

と
し
て
の
重
要
性
に
も
か
ん
が
み
、
今

後
の
児
童
数
の
推
移
を
見
な
が
ら
、
当

分
の
間
は
現
状
を
維
持
す
る
こ
と
と
し

ま
す
。

　

た
だ
し
、
小
規
模
化
が
さ
ら
に
進
展

し
、
教
育
上
の
弊
害
が
増
大
す
る
事
態

子どもたちにとって、どのような教育や教育環境が最も望ましいも
のであるか──教育委員会では、小中学校の現状と長期展望を踏ま
え、学校適正配置について検討しました。
今号では、地区別にまとめた適正配置案についてお知らせします。

学
校
適
正
配
置
案
を
策
定

市
内
の
小
中
学
校

広報なりた2008.4.15 �



と
な
っ
た
場
合
は
、
学
校
統
合
に
つ
い

て
地
区
と
協
議
し
ま
す
。

︻
久
住
地
区
︼図
③

　

久
住
第
一
小
学
校
は
、
児
童
数
も

徐
々
に
増
え
て
い
く
も
の
と
見
込
ま
れ

ま
す
。
し
か
し
、
久
住
第
二
小
学
校
に

つ
い
て
は
現
在
よ
り
も
小
規
模
化
が
進

む
と
考
え
ら
れ
、
教
育
活
動
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
一
地
区

内
に
あ
る
久
住
第
一
小
学
校
と
統
合
す

る
こ
と
と
し
ま
す
。
統
合
に
合
わ
せ
て

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
ま
た
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
と
連
携
し
、
児
童
の
安
全

確
保
を
図
り
ま
す
。

　

久
住
中
学
校
に
関
し
て
は
学
校
規
模

は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
す
が
、
今
後
、
久
住

区
画
整
理
区
域
内
へ
の
入
居
が
進
む
に

つ
れ
、
生
徒
数
も
増
加
し
て
い
く
も
の

と
思
わ
れ
る
た
め
、
現
状
を
維
持
す
る

こ
と
と
し
ま
す
。

︻
豊
住
地
区
︼図
①

　

豊
住
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
児
童
数

は
減
少
傾
向
で
あ
る
も
の
の
平
成
25
年

度
に
お
い
て
も
複
式
学
級
化
は
見
込
ま

れ
ま
せ
ん
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠

点
と
し
て
の
重
要
性
に
も
か
ん
が
み
、

当
分
の
間
、
現
状
を
維
持
す
る
こ
と
と

し
ま
す
。

　

豊
住
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
小
規
模

化
が
さ
ら
に
進
む
と
予
想
さ
れ
、
教
育

活
動
に
も
影
響
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る

た
め
、
成
田
中
学
校
と
統
合
す
る
こ
と

と
し
ま
す
。

　

通
学
距
離
と
し
て
は
遠
距
離
と
な
り

ま
す
が
、
統
合
に
合
わ
せ
て
ス
ク
ー
ル

バ
ス
を
運
行
ま
た
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
と
連
携
し
、
生
徒
の
安
全
確
保
を
図

り
ま
す
。

基本方針

1過小規模校、過大規模校ともに、教育環境

 としてさまざまな課題があるため、学校適

正配置により課題の解消を図ります。

2学校規模の適正化については、一学年複数

 学級が確保できる12学級から18学級規模の

学校となるよう目指します。ただし、児童生

徒の通学環境や地域コミュニティに対する

一定の配慮から、必ずしも一学年複数学級

という目標が達成できない場合も考えられま

すが、こうした場合は、複式学級の解消を最

低限の目標として学校規模適正化に取り組

むものとします。

3複式学級となる過小規模の小学校は、同一地

区（＊1）内での統合を基本とします。

4地域コミュニティに配慮して、一地区当た

 り一小学校は当分の間存続しますが、中学

校については、小規模校と適正規模校との

教育的格差は小学校よりも拡大し、その弊

害も大きなものとなってしまう恐れがある

ため、小規模校については統合します。

5大規模校の適正化については、まず教室の

 転用、学区の再編について検討し、それで

もなお適正化されない場合、分離新設を検

討します。

6学校統合によって通学区域が拡大した学区

 については、地域の実態に応じて、児童生

徒の通学における安全確保のためにスクー

ルバスなどを運行します。

7統合対象学区の児童生徒は、その実情に応じ

 てほかの学校へ指定校変更できるようにする

など、柔軟な対応がとれるようにします。

8学校統合後、廃校となる学校の土地・建物

 については、地域での市民利用など市民ニー

ズを十分に踏まえて有効に活用できるよう、

地域の皆さんと協議します。

　今回統廃合対象校として挙げられた学校以外

でも、今後の動向によっては過小規模となる可

能性のある学校が何校かありますが、今後、小

規模特認校制度（＊2）の導入検討、児童ホームの

整備促進、放課後子ども教室推進事業などの実

施により、児童数の確保に努めます。

＊1　地区とは成田地区、公津地区、八生地区、中郷地区、

久住地区、豊住地区、遠山地区、成田ニュータウン地区、

下総地区、大栄地区の10地区を指します。

＊2　小規模校の教育の良さや特色を生かした教育を希

望する生徒・保護者に、教育委員会が指定した学校に

ついて学区外（成田市内に限る）からの入学を認める制

度です。

市内の小中学校　学校適正配置案を策定

成田国際空港

JR成田駅

下総松崎駅

公津の杜駅

京成成田駅

久住駅

滑河駅

成田中

豊住中

成田国際空港

JR成田駅

下総松崎駅

公津の杜駅

京成成田駅

久住駅

滑河駅

新設中学校

成田国際空港

JR成田駅

下総松崎駅

公津の杜駅

京成成田駅

久住駅

滑河駅

久住二小

久住一小

①②

③
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︻
遠
山
地
区
︼図
④

　

三
里
塚
小
学
校
と
本
城
小
学
校
は
、

児
童
数
が
増
加
傾
向
で
す
が
、
教
科
・

少
人
数
学
習
室
な
ど
を
転
用
す
る
こ
と

で
、
対
応
は
可
能
で
す
。

　

東
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
小
規
模
化

が
さ
ら
に
進
む
と
予
想
さ
れ
、
教
育
活

動
に
も
影
響
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
り
、

学
校
統
合
が
必
要
と
な
る
た
め
、
遠
山

地
区
と
し
て
の
一
体
性
を
考
慮
し
、
遠

山
小
学
校
と
統
合
す
る
こ
と
と
し
ま

す
。
統
合
に
合
わ
せ
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
運
行
ま
た
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と

連
携
し
、
児
童
の
安
全
確
保
を
図
り
ま

す
。

　

遠
山
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
学
校
規

模
と
し
て
も
適
正
に
近
い
た
め
、
現
状

を
維
持
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

︻
成
田
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
︼図
⑤
、
⑥

　

橋
賀
台
小
学
校
、
新
山
小
学
校
、
吾

妻
小
学
校
お
よ
び
玉
造
小
学
校
は
、
現

施
設
で
対
応
は
可
能
で
す
。

　

神
宮
寺
小
学
校
は
、
児
童
数
が
増
加

傾
向
で
あ
り
、
教
室
数
不
足
と
な
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
が
、
不
足
す
る
教
室
数

が
2
教
室
程
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
教

科
・
少
人
数
学
習
室
な
ど
を
転
用
す
る

こ
と
で
、
対
応
は
可
能
で
す
。

　

向
台
小
学
校
は
増
加
傾
向
、
中
台
小

学
校
は
減
少
傾
向
で
す
が
、
現
在
開
発

が
進
ん
で
い
る
中
台
4
丁
目
の
一
部
を

中
台
小
学
校
区
へ
移
管
す
る
な
ど
、
両

校
の
学
区
割
り
を
見
直
し
、
平
準
化
に

向
け
て
調
整
を
図
り
ま
す
。

　

加
良
部
小
学
校
も
増
加
傾
向
で
す

が
、
当
分
の
間
は
教
科
教
室
な
ど
の
転

用
に
よ
っ
て
対
応
し
、
児
童
数
の
動
向

を
見
な
が
ら
、
増
築
ま
た
は
仮
設
校
舎

建
設
の
検
討
を
行
う
も
の
と
し
ま
す
。

　

吾
妻
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
や
や
減

少
傾
向
で
す
が
、
将
来
的
に
は
再
び
増

加
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

玉
造
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
や
や
増
加

傾
向
で
す
が
施
設
に
は
余
裕
が
あ
り
ま

す
。
今
後
の
成
田
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区

に
お
け
る
生
徒
数
の
増
減
次
第
で
は
、

将
来
的
に
は
吾
妻
中
学
校
と
玉
造
中
学

校
と
の
統
合
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

成田国際空港

JR成田駅

下総松崎駅

公津の杜駅

京成成田駅

久住駅

滑河駅

本城小

三里塚小

遠山小

東小

成田国際空港

下総松崎駅

公津の杜駅

京成成田駅

久住駅

滑河駅

JR成田駅

中台中

西中

吾妻中

玉造中

新設中学校

成田中

成田国際空港

下総松崎駅

公津の杜駅

京成成田駅

久住駅

滑河駅

JR成田駅

中台中

西中

吾妻中

玉造中

成田中

④⑤

⑥

成田国際空港

JR成田駅

下総松崎駅

公津の杜駅

京成成田駅

久住駅

滑河駅

津富浦小

前林小川上小

大須賀小

桜田小

※新設する学校の場所は未定

⑧

見直し後

成田国際空港

JR成田駅

公津の杜駅

京成成田駅

久住駅

滑河駅

下総松崎駅

滑河小

高岡小

名木小

小御門小

※新設する学校の場所は未定

現状

⑦
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いただいたご意見を公表します
　中間報告時に提出された意見の概要について報告します。

実施した期間＝1月15日〜2月15日

実 施方法＝広報なりた1月15日号および教育総務課ホーム

ページに募集記事を掲載

意見提出数

◦ 提出者数…20人（Eメール8通、FAX4通、郵送3通、持参

5通）

◦ 意見件数…55件

◦ 主な意見…学校統合に関すること13件、学区に関するこ

と7件、学校新設に関すること2件、学校規模に関するこ

と8件、通学に関すること8件、今後の進め方に関するこ

と8件、そのほか9件

　内容の詳細については、教育総務課ホームページまたは教

育総務課、下総・大栄支所、保健福祉館、三里塚コミュニティ

センター、公民館、図書館、行政資料室にある資料をご覧く

ださい。

市内の小中学校　学校適正配置案を策定

　

西
中
学
校
は
公
津
の
杜
地
区
の
人
口

増
加
に
伴
い
、
大
幅
に
生
徒
数
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
台
中
学
校
で

も
生
徒
数
の
増
加
に
よ
り
教
室
不
足
と

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
西
中
学
校
の
分
離
校
を
公
津
の
杜

地
区
に
新
設
し
、
合
わ
せ
て
加
良
部
2

丁
目
お
よ
び
加
良
部
4
〜
6
丁
目
を
中

台
中
学
校
区
か
ら
西
中
学
校
区
へ
、
ま

た
、
花
崎
町
、
馬
橋
、
新
町
、
囲
護
台

を
西
中
学
校
区
か
ら
成
田
中
学
校
区
へ

移
管
す
る
な
ど
、
西
中
学
校
周
辺
の
学

区
再
編
を
実
施
し
ま
す
。

︻
下
総
地
区
︼図
⑦

　

下
総
地
区
に
は
小
学
校
が
4
校
あ

り
、
多
く
の
地
域
で
過
疎
化
・
少
子
化

が
進
展
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
抜
本
的

な
解
決
の
た
め
に
統
合
小
学
校
を
新
設

し
ま
す
。
統
合
に
合
わ
せ
て
ス
ク
ー
ル

バ
ス
を
運
行
ま
た
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
と
連
携
し
、
児
童
の
安
全
確
保
を
図

り
ま
す
。

　

下
総
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
減
少
傾

向
で
は
あ
る
も
の
の
複
数
学
級
は
維
持

で
き
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
現
状
を
維

持
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

︻
大
栄
地
区
︼図
⑧

　

大
栄
地
区
は
、
今
後
徐
々
に
小
規
模

化
が
進
み
、
将
来
的
に
地
区
の
小
学
校

統
合
が
必
要
と
思
わ
れ
る
た
め
、
小
学

校
2
校
を
新
設
し
統
合
し
ま
す
。
統
合

に
合
わ
せ
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
ま

た
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
連
携
し
、

児
童
の
安
全
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

大
栄
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
減
少
傾

向
で
は
あ
る
も
の
の
複
数
学
級
は
維
持

で
き
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
現
状
を
維

持
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

目
標
年
次

①
過
小
規
模
校
の
解
消（
東
小
学
校
、

久
住
第
二
小
学
校
、
豊
住
中
学
校
）

…
最
短
で
平
成
21
年
度
を
目
途
と
し

ま
す
。（
下
総
地
区
・
大
栄
地
区
小
学

校
）…
平
成
25
〜
26
年
度
以
降
を
目

途
と
し
ま
す
。

②
過
大
規
模
校
の
解
消（
公
津
の
杜
小

学
校
、
西
中
学
校
）…
平
成
25
年
度

を
目
途
と
し
ま
す
。

③
学
区
の
再
編（
向
台
小
学
校
、
中
台

小
学
校
、成
田
中
学
校
、西
中
学
校
、

中
台
中
学
校
）…
平
成
21
年
度
以
降

を
目
途
と
し
ま
す
。

学
校
適
正
配
置
案
に
関
す
る

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

　

教
育
委
員
会
で
は
、
今
後
、
こ
の
学

校
適
正
配
置
案
を
試
案
と
し
て
、
保
護

者
や
地
区
の
皆
さ
ん
と
十
分
協
議
を
重

ね
、
そ
の
中
で
提
案
さ
れ
た
ご
意
見
な

ど
も
尊
重
し
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
理
解

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
よ
り
良
い
形
で

学
校
適
正
配
置
に
つ
い
て
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
教
育
委
員
会
で
と
り

ま
と
め
た
学
校
適
正
配
置
案
に
関
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

　

提
出
い
た
だ
い
た
意
見
に
対
し
て

は
、
締
め
切
り
後
、
速
や
か
に
取
り
ま

と
め
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
教
育
委
員
会

の
考
え
方
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

　

意
見
を
公
表
す
る
際
に
は
、
氏
名
・

住
所
な
ど
の
個
人
情
報
は
公
開
し
ま
せ

ん
。

　

学
校
適
正
配
置
に
関
す
る
資
料
に
つ

い
て
は
教
育
総
務
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.city.narita.chiba.

jp/sosiki/kyosom
u/index.

htm
l

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
＝
4
月
15
日（
火
）〜
5
月
15

　

日（
木
）

提 

出
用
紙
＝
教
育
総
務
課
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
閲
覧
場
所（
教
育
総
務
課

（
市
役
所
5
階
）、下
総
・
大
栄
支
所
、

保
健
福
祉
館
、
三
里
塚
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、公
民
館
、図
書
館
、

行
政
資
料
室
）で
配
布

提 

出
方
法
＝
教
育
総
務
課
ま
た
は
下

総
・
大
栄
支
所
総
務
課
へ
直
接
持

参
す
る
か
、
郵
送（
〒
2
8
6
‐
8 

5
8
5 

花
崎
町
7
6
0 

教
育
総

務
課
）、
E
メ
ー
ル（kyosom

u@
city.narita.chiba.jp

）、
F
A
X

（
24
‐
4
3
2
6
）の
い
ず
れ
か
で

教
育
総
務
課
へ（
電
話
に
よ
る
受
け

付
け
や
個
別
回
答
は
で
き
ま
せ
ん
）

※
く
わ
し
く
は
教
育
総
務
課（
☎
20
︲

1
5
8
0
）へ
。

学校名
変更前 変更後

生徒数 学級数 生徒数 学級数
遠山小学校 73 6

91 6
東小学校 18 3
久住第一小学校 156 6

193 8
久住第二小学校 37 4
向台小学校 475 16 370 12
中台小学校 107 6 212 8
滑河小学校 73 6

279 12
小御門小学校 123 6
名木小学校 26 4
高岡小学校 57 5
大須賀小学校 70 5

302 12桜田小学校 108 6
津富浦小学校 124 6
前林小学校 69 6

247 10
川上小学校 178 6
成田中学校 442 12

578 17
豊住中学校 29 3
西中学校 994 27 525 15
中台中学校 599 18 419 12
新設中学校（公津
の杜） ─ ─ 542 16

適正配置案による児童生徒数と学級数
（平成25年度推計数）
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生涯を完結できる街の
創造に向けて

 

新
年
度
予
算
概
要

　

わ
が
国
の
経
済
は
、
企
業
部
門
の
好
調
に
よ
る
経

済
成
長
が
持
続
し
て
い
る
も
の
の
、
原
油
価
格
の
高

騰
や
米
国
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
住
宅
ロ
ー
ン
問
題
に
端

を
発
す
る
金
融
資
本
市
場
の
変
動
な
ど
、
今
後
の
世

界
経
済
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

国
は「
経
済
財
政
改
革
の
基
本
方
針
2
0
0
7
」

で
、
歳
出
・
歳
入
一
体
改
革
の
実
現
に
向
け
、
基
礎

的
財
政
収
支
の
黒
字
化
や
債
務
残
高
の
引
き
下
げ
な

ど
の
中
長
期
的
な
財
政
健
全
化
目
標
を
達
成
す
る
た

め
、
予
算
編
成
に
お
い
て
徹
底
し
た
歳
出
削
減
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
今
の
国
と
地
方
の
税
財
政
改
革
の
論
議

を
見
て
も
、
既
に
進
み
つ
つ
あ
る
国
庫
補
助
・
負
担

金
の
縮
小
・
廃
止
に
伴
う
一
般
財
源
化
、
地
方
交
付

税
の
縮
小
の
ほ
か
、
地
方
間
の
財
政
力
格
差
是
正
と

い
っ
た
動
き
も
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
本
市
に
と
っ
て

も
将
来
の
不
安
材
料
と
な
り
ま
す
。

　

本
市
の
財
政
状
況
は
、
こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
が

続
く
地
方
財
政
の
中
に
あ
っ
て
も
、
各
種
財
政
指
標

か
ら
は
健
全
性
が
保
た
れ
て
い
ま
す
が
、
都
市
基
盤

の
整
備
、
空
港
関
連
事
業
の
推
進
、
生
活
環
境
施
設

整
備
、
少
子
高
齢
化
対
策
な
ど
、
市
の
発
展
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
諸
事
業
が
続
い
て
い
る
た
め
、

今
後
も
多
額
の
財
政
措
置
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

平
成
20
年
度
予
算
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お

い
て
も
、
効
率
的
な
財
政
運
営
と
財
政
の
健
全
性
の

確
保
を
図
り
な
が
ら
、「
住
ん
で
良
し
、働
い
て
良
し
、

訪
れ
て
良
し
の
空
の
港
町
成
田
」　
「
生
涯
を
完
結
で

き
る
街
の
創
造
」に
向
け
て
、
次
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

平成20年度当初予算の概要 ─最少の経費で最大の効果を─

住んで良し、働いて良し、訪れて良しの空の港町成田

平成20年度予算案が3月定例市議会で可決されました。

一般会計は545億円で、前年度（骨格予算）と比較すると、

58億円（11.9％）の増額。また、特別会計は8会計合わせ

て193億3,730万円。水道事業会計は39億8,215万円で、

予算総額は778億1,945万円となり、前年度より13億

5,083万円（1.8%）増額の予算編成となっています。本号

ではその概要をお知らせします。

一般会計

歳入額
545億円

市税
57.2％

民生費
23.1％

国庫支出金
11.3％

総務費
18.8％

諸収入
4.8％

市債
8.5％

衛生費
13.4％

土木費
13.2％

教育費
12.2％

公債費
7.8％

消防費
5.1％

一般会計

歳出額
545億円

分担金及び
負担金3.4％

県支出金
3.1％

商工費
2.8％

農林水産業費2.7％
その他0.9％

地方消費税
交付金3.1％

地方交付税3.0％ 使用料及び手数料1.6％
地方譲与税1.1％

その他2.9％

市民一人当たりに使われるお金
440,753円（一般会計）

民生費…… 101,697円 総務費 … 82,655円

衛生費……… 58,861円 土木費 … 58,161円

教育費……… 53,835円 公債費 … 34,396円

消防費……… 22,644円 商工費 … 12,116円

農林水産業費 … 11,911円 その他 ……4,477円

一般会計当初予算額（545億円）
÷

平成20年1月末日現在人口（123,652人）

平成20年度予算

広報なりた2008.4.15 �



せ
す
る
六
つ
の
基
本
方
向
に
基
づ
き
重
点
施
策
を
推

進
す
る
た
め
の
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

︻
歳
入
︼

　

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
個
人
市
民
税
、
固
定
資

産
税
な
ど
の
伸
び
に
よ
り
市
税（
全
体
の
57
・
2
%
）

が
、
3
1
1
億
2
、
7
8
9
万
と
な
り
、
前
年
度
と

比
較
す
る
と
20
億
3
、
1
9
6
万
円
の
増
収
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
庫
支
出
金（
全
体
の
11
・
3
%
）が
、
61

億
3
、
3
0
9
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
19

億
4
、
5
8
7
万
円
の
増
額
。
市
債（
全
体
の
8
・

5
%
）が
、
45
億
9
、
4
8
0
万
円
で
、
新
清
掃
工

場
整
備
事
業
な
ど
に
よ
り
前
年
度
と
比
較
す
る
と
13

億
3
0
0
万
円
の
増
額
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

︻
歳
出
︼

　

歳
出
で
は
、
民
生
費
が
前
年
度
比
20
億
6
、

9
8
1
万
円
増
の
1
2
5
億
7
、
5
0
2
万
円

（
23
・
1
%
）で
ト
ッ
プ
に
な
り
ま
し
た
。
主
な
も
の

は
障
が
い
者
施
設
利
用
支
援
事
業
、
保
育
園
整
備
事

業
、
福
祉
手
当
・
見
舞
金
支
給
事
業
な
ど
に
充
て
ら

れ
ま
す
。

　

2
番
目
は
総
務
費
で
前
年
度
比
2
億
7
、
4
4
4

万
円
減
の
1
0
2
億
2
、
0
4
3
万
円（
18
・
8
%
）

と
な
り
、成
田
新
高
速
鉄
道
ア
ク
セ
ス
事
業
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業
、（
仮
称
）環
境
ホ
ー
ル
整
備

事
業
な
ど
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　

3
番
目
は
衛
生
費
で
前
年
度
比
18
億
1
、
2
1
9

万
円
増
の
72
億
7
、
8
2
7
万
円（
13
・
4
%
）で
新

清
掃
工
場
整
備
事
業
、
い
ず
み
聖
地
公
園
拡
張
整
備

事
業
な
ど
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

国民健康保険 …………………………………105億0,304万円
　（事業勘定）……………………………………（103億5,041万円）
　 被保険者の疾病、負傷、出産、死亡などに際し、必要な保険給

付を行います。
　（施設勘定）  ………………………………………（1億5,263万円）
　 国保大栄診療所において、医療サービス向上を図るため、被保

険者などに対し診療を行います。

下水道事業 …………………………………… 21億7,659万円
　 都市排水施設の整備を行い、市民生活の環境整備を図ることを

目的としています。

公設地方卸売市場 ……………………………… 2億7,211万円
　 青果物、水産物、生鮮食料品などを安定した価格で供給し、市

民生活の向上を図ります。

老人保健 ………………………………………… 7億2,216万円
　 平成20年3月までの老人保健制度加入者の医療給付を行いま

す。

介護保険 ……………………………………… 39億5,653万円
　 被保険者の要介護度などに応じて、必要な保険給付を行います。

農業集落排水事業 ……………………………… 3億6,260万円
　 下総・大栄地区の農業集落に排水施設を整備し、生活環境の改

善を図ります。

後期高齢者医療 ………………………………… 7億5,327万円
　 今年度から後期高齢者医療制度加入者の保険料徴収や保険証引

渡しなどを行います。

簡易水道事業 …………………………………… 5億9,100万円
　 下総・大栄地区に給水する小規模な水道事業です。

会計別予算の内訳

一般会計とは、市の基本的な行政を行うための会計です。

くわしくは8・9ページをご覧ください。

一般会計　545億円特別会計　193億3,730万円
特別会計とは、特定事業を行う場合に一般会計と区分して

経理する必要のあるときに設ける会計をいいます。本市で

は、次の8会計を設けています。

企業会計として「水道事業会計」があります。
水道事業収益（収益的収入） ………………………… 18億1,467万円
水道事業支出（収益的支出） ………………………… 17億5,387万円
資本的収入 …………………………………………… 12億6,957万円
資本的支出 ……………………………………………22億2,828万円

企業（水道事業）会計　39億8,215万円

歳入
市税……………………………………………311億2,789万円

　市税の内訳

　　固定資産税  …………………………… 179億8,657万円

　　個人市民税  ………………………………77億1,575万円

　　法人市民税  ………………………………38億5,520万円

　　市たばこ税  ………………………………12億0,025万円

　　都市計画税  ……………………………… 1億9,582万円

　　その他市税（軽自動車税など）…………… 1億7,430万円

国庫支出金…………………………………… 61億3,309万円

市債…………………………………………… 45億9,480万円

諸収入………………………………………… 26億1,670万円 

分担金及び負担金…………………………… 18億3,572万円

県支出金……………………………………… 17億0,046万円

地方消費税交付金…………………………… 17億0,000万円

地方交付税…………………………………… 16億5,000万円

使用料及び手数料……………………………… 8億8,607万円

地方譲与税……………………………………… 5億8,200万円

その他………………………………………… 16億7,327万円

歳出
民生費…………………………………………125億7,502万円

総務費…………………………………………102億2,043万円

衛生費………………………………………… 72億7,827万円

土木費………………………………………… 71億9,168万円

教育費………………………………………… 66億5,679万円

公債費………………………………………… 42億5,318万円

消防費………………………………………… 27億9,998万円

商工費………………………………………… 14億9,813万円

農林水産業費………………………………… 14億7,287万円

その他…………………………………………… 5億5,365万円
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特別支援教育支援員配置事業 ･･････････････････ 2,629万円
　 通常学級に在籍する肢体不自由や発達障がいのある児童生徒

の学校教育活動を支援するため、新たに特別支援教育支援員
を配置します。

国際文化会館大規模改修事業 ･･････････････････ 3,598万円
　 施設の老朽化に伴い、電気・空調などの設備の大規模改修を

行うための実施設計などを行います。
（仮称）大栄野球場整備事業 ･････････････････ 5億5,640万円
　 市民のスポーツ活動の場として、大栄地区に野球場を整備し

ます。
十余三パークゴルフ場管理運営事業 ････････････ 1,392万円
　 市民の健康増進やスポーツ活動の促進を図るため、パークゴ

ルフ場の管理・運営を行います。
（仮称）畑ヶ田多目的スポーツ広場整備事業 ･････････ 987万円
　 多目的スポーツ広場を中心とした施設整備のための基本構

想・基本計画を策定します。
中台運動公園整備事業 ･････････････････････ 1億5,688万円
　 球技場を人工芝に変えることにより、市民の多種競技の利用

に供するとともに、利用率の向上を図ります。
スポーツ広場等整備事業 ･･･････････････････ 1億8,120万円
英語科研究開発事業 ･･･････････････････････ 1億4,784万円

小学校校舎耐震補強事業 ･･･････････････････ 1億7,680万円
中学校屋内運動場耐震補強事業 ････････････････ 1,630万円
中学校大規模改造事業 ････････････････････････ 1,170万円
中学校バリアフリー整備事業 ･･････････････････ 4,500万円
養護補助員配置事業 ･･････････････････････････ 4,478万円

⑤�市民が安全、安心、快適に暮らせ
る生活環境をつくる

新清掃工場整備事業 ･･････････････････････20億4,538万円
　 新たなごみ焼却施設を整備するため、環境影響評価手続きを

進め工事に着手します。
建築物の耐震化促進事業 ･･････････････････････ 1,431万円
　 新たに地震ハザードマップを作成するとともに、住宅耐震診

断などを実施します。
駅前番所事業 ･･･････････････････････････････ 1,083万円
　 市民や駅利用者等の安全確保を図るため、JR成田駅西口に
「駅前番所（愛称：えきばん）」を設置・運営します。

八都県市合同防災訓練事業 ･･････････････････････ 783万円
　 千葉県と共催で、八都県市合同防災訓練・千葉県会場訓練を

本市で開催します。
（仮称）公津分署整備事業 ･･･････････････････ 3億4,942万円
　 公津の杜および周辺地域の常備消防体制の充実強化を図りま

す。
（仮称）久住パークゴルフ場整備事業 ････････････ 1,400万円
　 旧久住中学校移転跡地にパークゴルフ場を整備するための基

本・実施設計を行います。
成田ニュータウン排水区公共下水道事業 ･････････ 1,540万円
　 （仮称）ニュータウン北駅周辺の松崎地区に下水道を整備する

ための実施設計を行います。
市営住宅建替事業 ････････････････････････ 1億4,189万円
　 老朽化した南囲護台団地の建て替えの実施設計を行うととも

に、移転用の加良部仮住宅を建設します。
廃食油回収事業 ･･･････････････････････････････ 207万円
　 リサイクル意識の向上および循環型社会の形成を図るため、

家庭用廃食油の拠点回収を行います。
防災行政無線更新事業 ･･････････････････････････ 977万円

（仮称）環境ホール整備事業 ････････････････････ 7,351万円
いずみ聖地公園拡張整備事業 ･･･････････････ 4億5,825万円
消防車両・装備強化整備事業 ･･････････････････ 4,933万円
準用河川整備事業 ････････････････････････ 1億7,902万円
防犯啓発事業 ･･･････････････････････････････ 2,061万円
地域安全対策事業 ･･･････････････････････････ 1,841万円
航空機騒音地域補助事業 ･･･････････････････ 1億0,577万円
民家防音家屋等維持管理費補助事業 ･････････ 3億1,150万円
生活道路整備事業 ････････････････････････ 8億9,005万円

⑥�市民と行政が協働する効率的な自
治体運営を行う

公津の杜複合施設整備事業 ････････････････････ 3,103万円
　 公津の杜地区に、コミュニティ活動の拠点となる複合施設を

PFI方式により整備するためのアドバイザリー業務委託など
を行います。

地方分権推進事業 ･･････････････････････････････ 18万円
　 市民参加による自治基本条例の制定に向け、意識醸成を図る

ための講演会を開催するとともに体制を整備します。
休日窓口サービス事業 ････････････････････････ 1,200万円
　 第2・第4日曜日に市民課などの窓口を試行開庁し、平日窓口

に来られない市民の利便性やサービス向上を図ります。
自動交付機システム導入事業 ･･････････････････ 2,358万円
　 新たに中央公民館に設置し、住民票・印鑑登録証明書の自動

交付機が3カ所になります。

施設命名権導入事業 ････････････････････････････ 116万円
　 新たな財源の確保に向けて、運動施設や文化施設への施設命

名権の導入を図ります。
行政評価事業 ･････････････････････････････････ 495万円

今年度行う基本方向に基づく    主な事業について紹介します

※平成20年度予算についてくわしくは
　財政課（☎20-1512）へ。

英語教育を推進

自動交付機が市内3カ所に
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平成20年度予算

①�世界との交流拠点として市民が誇
れる都市をつくる

成田新高速鉄道アクセス事業 ･･････････････31億3,361万円
　 平成22年度開業に向け、用地購入や鉄道建設経費に対し補

助します。
（仮称）ニュータウン北駅周辺、湯川線整備事業 ････････ 1億4,250万円
　 成田新高速鉄道の開業に合わせて、新駅の予定地へのアクセ

ス道路などの整備を行います。
表参道整備事業 ･･････････････････････････ 4億5,212万円
　 建物のセットバックにより歩行者空間を確保するなど、表参

道にふさわしい街並みの景観形成を図ります。
コミュニティバス運行事業 ･････････････････ 1億2,496万円
　 新たに北須賀ルートを加え、遠山、大室・小泉、水掛、豊住、

しもふさ循環、津富浦ルートの7ルートを運行します。

指定道路の情報管理事業 ･･････････････････････ 6,500万円
　 建築基準法上の道路種別を判定するため、未判定道路につい

て調査し、指定道路図などを作成します。
鉄道駅バリアフリー化推進事業 ････････････････ 2,747万円
　 バリアフリー化を推進するため、京成公津の杜駅のエレベー

ター整備に対し補助します。
都市再生整備推進事業 ･･････････････････････････ 600万円
　 JR・京成成田駅周辺地区などのまちづくりを推進するため、

都市再生整備計画を策定します。
幹線道路整備事業 ･･･････････････････････12億2,359万円

②�市民がいきいき働く活力ある産業
を育てる

国際性豊かな観光地づくり事業 ････････････････ 1,700万円
　 「観光立市」の実現に向けて観光振興基本計画を改訂するとと

もに、成田山開基1070年祭記念行事実行委員会を支援し観
光振興を図ります。

中小企業資金融資事業 ････････････････････10億4,675万円
　 市内で1年以上継続して同一事業を営んでいる中小企業の資

金調達の円滑化を図ります。
（仮称）下総親水広場整備事業 ･･････････････････ 1,100万円
　 猿山地先に親水広場を整備するための実施設計などを行いま

す。
食と農の共生・対流事業 ･････････････････････････ 66万円
　 新たに農業大使を任命し、都市と農村の交流、講演会の開催

などを行います。
観光循環バス運行事業 ････････････････････････ 1,570万円
観光PR事業 ･･････････････････････････････････ 870万円
観光活性化事業 ･････････････････････････････ 1,518万円
農道整備事業 ････････････････････････････ 1億2,000万円
排水路整備事業 ･･････････････････････････ 2億0,550万円
水田農業構造改革対策事業 ････････････････････ 9,554万円

③�市民一人ひとりの健康で生きがい
を持った生活をささえる

（仮称）中台第二保育園整備事業 ･････････････ 4億9,900万円
　 加良部保育園の老朽化に伴い、新たに定員150人の保育園を

中台地区に建設します。
乳幼児医療費助成事業 ･････････････････････ 2億2,729万円
　 小学校就学前児の健康保険が適用される医療費を助成し、保

護者の負担軽減を図ります。
小学生医療費助成事業 ････････････････････････ 7,742万円
　 新たに小学校1年生から6年生までの児童に対して入通院の

医療費を助成し、保護者の負担軽減を図ります。
精神障害児者福祉手当支給事業 ････････････････ 3,410万円
　 新たに精神障害者保健福祉手帳所持者に対して福祉手当を支

給します。
母子家庭等自立支援事業 ････････････････････････ 161万円
　 母子家庭の母の雇用の安定および就職の促進を図るため、新

たに自立支援給付金を支給します。
生活保護就労支援事業 ･･････････････････････････ 180万円
　 被保護者の自立を促進するため、新たに就労支援相談員を配

置し就労支援の充実を図ります。
中国残留邦人支援事業 ･･････････････････････････ 560万円
　 新たに中国残留邦人に対して支援給付金を支給し、生活の安

定および地域社会における自立の促進を図ります。
こんにちは赤ちゃん事業 ････････････････････････ 365万円
　 新たに生後4カ月までの乳児がいる家庭を訪問し、子育て支

援に関する相談・情報提供および養育環境などの把握や助言
を行います。

健康フロンティアモデル事業 ･････････････････････ 92万円
　 新たにモデル地区を選定し、「特定健康診査」の結果などを基

に市民が自ら健康づくりに取り組めるよう支援します。
妊婦健康診査事業 ･･･････････････････････････ 5,332万円
児童ホーム整備事業 ･･･････････････････････ 1億3,789万円
児童手当支給事業 ････････････････････････ 9億8,402万円

④�市民が地域文化を愛し、次代を担
う心豊かな人材を育む

放課後子ども教室推進事業 ･･････････････････････ 242万円
　 新たに小学生の安全・安心な活動拠点を設け、地域の協力を

得て子どもたちの勉強や交流活動を推進します。
小規模学校支援教員配置事業 ････････････････････ 958万円
　 新たに複式学級が生じる小規模小学校に支援教員を配置し、

学年に応じた学習・生活指導の充実を図ります。
個性を生かす教育推進事業 ･････････････････ 1億5,332万円
　一人ひとりの能力・適正に応じた教育を推進します。

今年度行う基本方向に基づく    主な事業について紹介します

北須賀ルートが加わり、
7ルートになるコミュニ
ティバス

少人数学習推進教員を配置し、
より個に応じた指導を充実

� 広報なりた2008.4.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



橋賀台公民館
橋賀台1-43-1　☎26-9695
リサイクル布草履作り教室
6月（2回）/一般

夏休み親子教室
8月（1回）/小学生親子

実用書道教室
9月〜 12月（7回）/一般

下総公民館
高岡1435　☎96-0090
ウォーキング教室
10月〜 11月（4回）/一般

3歳児親子ムーブメント教室
5月〜 10月（6回）/3歳児と親

夏休み子ども教室
8月（1回）/小学生

映画会
6月（1回）/どなたでも

和紙ちぎり絵教室
1月〜 2月（4回）/一般

英会話入門教室
9月〜 10月（4回）/一般

生きがいセミナー
3月（1回）/高齢者

遠山公民館
大清水48-7　☎35-0600

2歳児親子教室
5月〜 6月（6回）/2歳児と親

夏休み子ども教室
8月（1回）/小学生（低学年は保護者同伴）

手芸（パッチワーク）教室
10月〜 11月（4回）/一般

クリスマスケーキ作り教室
12月（1回）/小学生（高学年）以上

チョコレート作り教室
2月（1回）/小学生（高学年）以上

外国人のための日本語教室（1クラス）
5月〜 3月（38回）/外国人

大栄公民館
松子393　☎73-7071
中国語教室
11月〜 12月（7回）/一般

水墨画教室
9月〜 10月（7回）/一般

正月用生け花
12月（1回）/一般

Kids イングリッシュ
6月〜 7月（7回）/5歳〜小学2年生

ミニ門松作り教室
12月（1回）/小学生以上

生きがいセミナー
2月（1回）/高齢者

2歳児親子教室
10月〜 12月（6回）/2歳児と親

子どもフラダンス教室
7月〜 8月（5回）/小中学生

夏休み子ども教室
8月（1回）/小学生

映画会
11月（1回）/どなたでも

YOSAKOIソーラン教室
9月〜 10月（5回）/小学生以上

植木剪
せ ん

定
て い

教室
7月（2回）/一般

いろいろチャレンジしてみよう！
　地域やサークルの人たちと触れ合ってみませんか。公民館では魅力満載の体験学

習を多数用意して、皆さんの参加をお待ちしています。

参 加費＝無料（教材費は別途実費負担、全7回で3,000円程度）

申 込方法＝5月1日（木）（必着）までに、往復はがきに住所・氏名・学校名・学年・電

話番号を書いて中央公民館（〒286-0017　赤坂1-1-3）へ（応募者多数は抽選）

※くわしくは中央公民館（☎27-5911、第1月曜日・祝日は休館）へ。

期　日 種　別 内　容 場　所
5月24日（土）開講式・工芸体験 鳥凧作り 中郷公民館
6月17日（土）趣味体験 オーブンクレイに挑戦 中央公民館
7月12日（土）自然体験 キャンプの基礎を学ぼう 大　竹
9月16日（土）自然体験 プラネタリウム見学 千葉市

10月14日（土）歴史と自然体験 房総のむらで歴史と
自然を体験 栄　町

11月15日（土）昔の遊び体験 ベーゴマ・お手玉遊び 中央公民館
12月16日（土）伝統文化体験・閉講式 臼と杵でもちつき体験 中央公民館

【低学年の部】小学１〜 3年生と保護者　15組30人 【高学年の部】小学4 〜 6年生　25人

八生公民館
松崎317　☎27-1533
親子たけのこ掘り教室（実施済）
4月（1回）/小学生親子

掛け軸作り教室
4月（4回）/一般

手具健康教室
6月〜 7月（6回）/一般

生きがいセミナー
2月（1回）/高齢者

親子たけのこ掘り教室

期　日 種　別 内　容 場　所
5月17日（土）開講式・農業体験 落花生の種まき 西和泉
6月21日（土）文化体験 坐禅体験 寺　台
7月15日（土）自然体験 蛍を見よう 吉　岡

9月20日（土）防災体験 千葉県防災セン
ター見学 松戸市

10月18日（土）農業体験 落花生の収穫 西和泉
11月22日（土）農業体験 酪農見学 大和田
12月13日（土）生活体験・閉講式 手打ちそば作り 中央公民館

坐禅体験

こども体験学習セミナー

豊住公民館
北羽鳥2024-1　☎37-1003
夏休み子ども教室
7月（1回）/小学生

釣り入門
9月〜 10月（3回）/一般

鳥凧作り教室（成人対象）
1月〜 2月（5回）/一般

華手まり教室
8月〜 9月（5回）/一般

生きがいセミナー
11月（1回）/高齢者

鳥凧作り教室
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玉造公民館
玉造7-21　☎26-3644
夏休み親子科学実験教室
7月（1回）/小学生親子

玉造ファミリーコンサート
10月（1回）/どなたでも

音楽講座
9月（4回）/一般

ステンドグラスづくり教室
11月〜 12月（5回）/一般

マジック入門
6月〜 7月（5回）/一般

子どもお囃子教室
1月〜 2月（5回）/小学生

中郷公民館
赤荻1587-1　☎22-4614
夏休み親子工作教室
7月（1回）/小学生親子

ベビーヨーガ教室
6月（3回）／ 1歳までの赤ちゃんと母親

絵手紙教室
11月〜 12月（6回）/一般

生きがいセミナー
2月（1回）/高齢者

中央公民館
赤坂1-1-3　☎27-5911
2歳児親子教室
5月〜 6月（6回）/2歳児と親

3歳児親子教室
9月〜 10月（6回）/3歳児と親

こども体験学習セミナー
右ページ参照

外国人のための日本語教室（3クラス）
4月〜 3月（89回）/外国人

男の料理入門教室
5月〜 6月（6回）/一般男性

セカンドライフ支援セミナー（前期・後期）
5月〜 11月（10回）/55歳以上

日本語教室ボランティアスタッフ養成講座
4月〜 6月（8回）/一般

IT講習会
11月（4回）/一般

公津公民館
宗吾1-839-1　☎26-9610
えびがにつり教室
6月（1回）／小学生親子

こども水墨画・工作教室
8月（4回）/小学生

フラワーデザイン教室
10月〜 12月（6回）／一般

写真撮影教室
1月〜 2月（5回）/一般

第5回公津しだれ桜ふれあいまつり
3月（2回）/どなたでも

久住公民館
幡谷922-2　☎36-1646
夏休み子ども教室
8月（1回）／小学生親子

ミニチュアガーデニング教室
8月・12月（2回）／一般

生きがいセミナー
2月（1回）／高齢者

しいたけづくり教室
3月（1回）／一般

加良部公民館
加良部3-4-1　☎28-7961
夏休み子ども教室
7月（1回）／幼児から小学生

手描き友禅教室
6月〜 7月（6回）/一般

ちりめん細工のお人形作り教室
10月〜 11月（4回）/一般

ちりめん細工のお人形作り教室

公民館では、各種教室・講座を予定しています。子ども

からお年寄りまで楽しく気軽に参加できる教室ばかりで

す。新しい趣味や友達を見つけに参加してみませんか。

公民館名
住所　電話番号
教室名
実施予定月（回数）／対象

教室の見方

※くわしくは中央公民館（☎27-5911・第1月曜日、祝日は休館）へ。

平成20年度公民館主催事業

輪 学びと
出会いの を広げよう

成田公民館
田町299-2　☎24-0787
夏休み親子教室
8月（1回）／小学生親子

着物着付教室
5月〜 6月（6回）／一般

韓国語教室
10月〜 11月（5回）／一般

（1・2・3 月は平成 21 年）

 参加者の募集は「広報なりた」でお知
らせします。都合により日程や主催
館の変更、または中止する場合があ
りますのでご了承ください。

11 広報なりた2008.4.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



　

平
成
17
年
11
月
に
広
島
市
、
12
月
に

旧
今
市
市
で
下
校
中
の
児
童
が
殺
害
さ

れ
る
と
い
う
大
変
痛
ま
し
い
事
件
が
連

続
し
て
発
生
し
ま
し
た
。
全
国
で
安
全

強
化
を
図
っ
て
い
る
矢
先
に
起
き
た
衝

撃
的
な
事
件
で
あ
り
、
日
本
中
を
震
撼

さ
せ
ま
し
た
。
市
内
で
も
、
各
地
か
ら

不
審
者
の
情
報
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
る

な
ど
、
子
ど
も
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
各
学
校
や
市
で
は
、
児
童
生

徒
の
安
全
確
保
の
た
め
に
い
く
つ
か
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
、
地

域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
子
ど

も
た
ち
が
よ
り
安
全
に
生
活
を
送
れ
る

よ
う
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

防
犯
ブ
ザ
ー

　

市
で
は
、
小
学
生
と
中
学
生
女
子
の

希
望
者
に
防
犯
ブ
ザ
ー
を
貸
与
し
て
い

ま
す
。
防
犯
ブ
ザ
ー
を
ラ
ン
ド
セ
ル
な

ど
に
付
け
、
自
分
で
身
を
守
る
意
識
を

高
め
る
と
と
も
に
身
の
危
険
を
感
じ
た

場
合
に
ブ
ザ
ー
を
鳴
ら
す
よ
う
、
学
校

を
通
じ
て
指
導

し
て
い
ま
す
。
万

が
一
、
自
宅
周
辺

な
ど
で「
ピ
ィ
ー
・

ピ
ィ
ー
」と
い
う

警
告
音
が
聞
こ

え
た
ら
、
子
ど
も
が
助
け
を
求
め
て
い

る
合
図
で
す
。
そ
の
際
に
は
現
地
に
駆

け
付
け
た
り
、
周
囲
の
人
と
協
力
し
て

子
ど
も
を
助
け
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ブ
ザ
ー
の
定
期
的
な
点
検

や
、
子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
で
の
安
全

状
況
、
危
険
を
感
じ
た
と
き
に
逃
げ
込

む
こ
と
の
で
き
る「
こ
ど
も
一
一
〇
番

の
家
」の
再
確
認
な
ど
に
つ
い
て
、
家

族
で
話
し
合
う
機
会
を
つ
く
る
よ
う
心

掛
け
て
く
だ
さ
い
。

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・ 

リ
ー
ダ
ー
を
派
遣

　

学
校
防
犯
に
関
わ
る
保
護
者
や
地
域

の
皆
さ
ん
・
学
校
に
対
し
て
、
よ
り
良

い
防
犯
活
動
を
行
う
た
め
の
指
導
・
援

助
・
評
価
を
防
犯
の
専
門
家
の
立
場
か

ら
行
う
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー

を
各
学
校
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
は

小
学
校
1
校
当
た
り
年
に
3
回
派
遣
さ

れ
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
や
学
校

施
設
な
ど
の
防
犯
上
の
課
題
解
消
の
た

め
の
指
導
・
助
言
、
不
審
者
対
応
避
難

訓
練
お
よ
び
学
校
安
全
に
関
わ
る
校
内

研
修
の
講
師
な
ど
に
当
た
り
ま
す
。

学
校
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム

　

市
で
は
、
市
内
の
公
立
小
中
学
校
で

学
校
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
学
校
ご
と
に
登
録

し
た
保
護
者
や
関
係
者
の
携
帯
電
話
に

不
審
者
な
ど
の
情
報
を
メ
ー
ル
で
配
信

す
る
も
の
で
す
。

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
、
登
録
者
の

個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
委
託
業
者
に

よ
り
厳
重
に
管
理
さ
れ
て
お
り
、
ほ
か

に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

メ
ー
ル
受
信
時
に
発
生
す
る
受
信
料

は
登
録
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

各
学
校
か
ら
登
録
手
続
き
の
文
書
が

配
布
さ
れ
ま
す
。
登
録
が
済
ん
で
い
な
い

人
は
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

登
録
な
ど
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
各
学
校
ま
た
は
教
育
指
導
課
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

※ 

く
わ
し
く
は
同
課（
☎
20
︲
1
5
8 

2
）へ
。

子
ど
も
の
安
全
を

守
る
た
め
に

警告音で SOS を

合言葉は「いかのおすし」
　犯罪に遭わないための約束事として、警視庁生活

安全部の標語「いかのおすし」が使われています。ご

家庭でも、子どもたちに指導するようお願いします。

いか…知らない人についていかない

の…他人の車にのらない

お…おおごえをだす

す…すぐ逃げる

し…何かあったらすぐしらせる

～
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
の

　
　
　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
～
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₁
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種　

対
象
が
追
加
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
20
年
4
月
か
ら
5
年
間
、
中
学

1
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
と
高
校
3
年

生
に
相
当
す
る
年
齢
の
人
が
、
新
た
に

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
の
対
象

に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

︻
従
来
の
対
象
者
︼

◦
1
期
…
生
後
12
カ
月
〜
24
カ
月

◦
2
期
…
小
学
校
就
学
前
年
度

︻
新
た
に
加
わ
っ
た
対
象
者
︼

◦
3
期
…
13
歳
と
な
る
日
の
属
す
る
年

度
の
初
日
か
ら
当
該
年
度
の
末
日
ま

で
の
間
に
あ
る
者（
平
成
20
年
度
は

平
成
7
年
4
月
2
日
〜
8
年
4
月
1

日
生
ま
れ
）

◦
4
期
…
18
歳
と
な
る
日
の
属
す
る
年

度
の
初
日
か
ら
当
該
年
度
の
末
日
ま

で
の
間
に
あ
る
者（
平
成
20
年
度
は

平
成
2
年
4
月
2
日
〜
3
年
4
月
1

日
生
ま
れ
）

　

対
象
者
に
は
問
診
票
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
接
種
は
個
別
に
医
療
機
関
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

◦
原
則
と
し
て
保
護
者
の
同
伴
が
必
要

で
す（
4
期
対
象
者
で
既
婚
者
は
除

く
）

◦
保
護
者
が
同
伴
で
き
な
い
場
合
、
事

前
に
送
付
す
る
問
診
票
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
。
同
伴
で
き
な
い
場
合
の
問

診
票
を
発
行
し
ま
す
の
で
健
康
増
進

課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

◦
妊
娠
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
人
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん

₂ 

ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
ぜ
き
・
破
傷

風
・
麻
し
ん
・
風
し
ん

か
か
っ
た
人
も
接
種
が
可
能
に

　

ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
ぜ
き
・
破
傷
風
・

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
い
ず
れ
か
の
病
気

に
か
か
っ
た
人
で
も
、
そ
の
病
気
の
ワ

ク
チ
ン
を
含
む
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

通
常
、
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
ぜ
き
・

破
傷
風
の
予
防
接
種
は「
三
種
混
合
ワ

ク
チ
ン
」、
麻
し
ん
・
風
し
ん
は「
麻
し

ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
」で
行
い
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
は
い
ず
れ
か
の
病
気

に
か
か
っ
た
と
き
は
そ
の
病
気
の
ワ
ク

チ
ン
を
含
む
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
は
、
か
か
っ
て
い
な
い
病
気
の
ワ

ク
チ
ン
と
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
い
ず
れ
か

を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
例
）●
百
日
ぜ
き
に
か
か
っ
た
場
合

　

 「
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
の
二
種
混

合
」ま
た
は「
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
ぜ

き
、
破
傷
風
の
三
種
混
合
」の
い
ず

れ
か
を
選
択

　
　

●
風
し
ん
に
か
か
っ
た
場
合

　

 「
麻
し
ん
単
独
」ま
た
は「
麻
し
ん
風

し
ん
混
合
」の
い
ず
れ
か
を
選
択

　

過
去
に
病
気
に
か
か
っ
た
か
が
不
明

確
な
人
や
確
定
診
断
が
つ
か
な
か
っ
た

人
な
ど
に
は
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

お
勧
め
し
ま
す
が
、
か
か
り
つ
け
医
と

相
談
の
上
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

₃
予
防
接
種
の
接
種
間
隔

数
え
方
が
変
わ
り
ま
し
た

　

予
防
接
種
の
接
種
間
隔（
次
の
接
種

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
期

間
）の
表
示
が
、
週
単
位
か
ら
日
単
位

へ
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

︻
表
示
が
改
正
さ
れ
た
接
種
間
隔
︼

　
　
（
改
正
前
）　

▼　
（
改
正
後
）

1
、
三
種
混
合 

1
期
初
回
3
回

　

3
〜
8
週
間　

▼　

20
〜
56
日

2
、
ポ
リ
オ 

2
回

　

6
週
間
以
上　

▼　

41
日
以
上

3
、
日
本
脳
炎 

1
期
初
回
2
回

　

1
〜
4
週
間　

▼　

6
〜
28
日

　

こ
れ
に
よ
り
、
複
数
の
接
種
を
受
け

る
と
き
は（
間
隔
を
空
け
て
）全
て
同
じ

曜
日
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

※
く
わ
し
く
は
健
康
増
進
課（
☎
27
︲

1
1
1
1
）へ
。

4
月
か
ら
の
変
更
点
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

4
月
か
ら
予
防
接
種
の
対
象
者
な
ど
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

予
防
接
種
は
病
気
を
予
防
す
る
大
切
な
も
の
で
す
。

し
っ
か
り
と
確
認
し
て
、
忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

子どもの
予防接種

【接種間隔を20日空ける場合】

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

最初の接種を受けた日

次の接種が受けられる日

1� 広報なりた2008.4.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



4
月
1
日
付
け
で
市
職
員
の
人
事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
幹
以
上
の
異
動
者
と
昇
格
者
、
な
ら
び
に
退
職
者
は
、

次
の
通
り
で
す
。（　

）内
は
旧
所
属
で
す
。

◆
部
長
級
異
動　
　

4
人

空
港
部
長
・
宮
野
精
一（
企
画
政
策
部

参
事
）／
市
民
安
全
部
長
・
圓
城
寺
英

夫（
会
計
管
理
者
兼
会
計
室
参
事
）／
会

計
管
理
者
兼
会
計
室
参
事
・
藤
﨑
芳
郎

（
保
健
福
祉
部
参
事
）／
議
会
事
務
局
参

事
兼
議
会
事
務
局
長
・
鈴
木
重
昭（
空

港
部
長
）

◆
部
長
級
昇
格　
　

11
人

企
画
政
策
部
長
・
深
山
敏
行（
企
画
政

策
部
副
参
事
兼
秘
書
課
長
）／
市
民
部

長
・
山
﨑
眞
一（
経
済
部
副
参
事
兼
商

工
課
長
）／
環
境
部
長
・
鈴
木
富
雄（
保

健
福
祉
部
副
参
事
兼
障
が
い
者
福
祉
課

長
）／
土
木
部
長
・
中
村
壽
孝（
土
木
部

副
技
監
兼
営
繕
課
長
）／
水
道
部
長
・

檜
垣
博（
生
涯
学
習
部
副
参
事
兼
生
涯

学
習
課
長
）／
消
防
長
・
山
口
貫
司（
総

務
部
副
参
事
兼
管
財
課
長
）／
企
画
政

策
部
大
栄
支
所
長
・
越
川
信
彦（
保
健

福
祉
部
副
参
事
）／
総
務
部
技
監
兼
工

事
検
査
課
長
・
長
谷
川
潔（
総
務
部
副

技
監
兼
工
事
検
査
課
長
）／
保
健
福
祉

部
参
事
・
萩
原
信
夫（
保
健
福
祉
部
副

参
事
兼
高
齢
者
福
祉
課
長
）／
保
健
福

祉
部
参
事
・
池
田
英
章（
生
涯
学
習
部

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
長
）／
都
市
部
技
監

兼
再
開
発
課
長
・
三
浦
敏
彦（
都
市
部

副
技
監
兼
再
開
発
課
長
）

◆
課
長
級
異
動　
　

67
人

企
画
政
策
部
副
参
事
・
川
口
芳
晴（
市

民
支
援
課
長
）／
企
画
政
策
部
副
参
事

兼
人
事
課
長
・
神
崎
佳
雄（
人
事
課
長
）

／
大
栄
支
所
次
長
兼
市
民
福
祉
課
長
・

香
取
克
男（
大
栄
支
所
次
長
兼
税
務
課

長
）／
総
務
部
副
参
事
兼
総
務
課
長
・

佐
久
間
昇（
企
画
課
長
）／
総
務
部
副
参

事
兼
情
報
推
進
課
長
・
中
野
和
則（
情

報
推
進
課
長
）／
総
務
部
副
参
事
兼
財

政
課
長
・
堀
井
良
一（
財
政
課
長
）／
総

務
部
副
参
事
兼
管
財
課
長
・
小
海
川
泰

明（
資
産
税
課
長
）／
空
港
部
副
参
事
兼

空
港
対
策
課
長
・
大
山
健
一
郎（
総
務

課
長
）／
市
民
安
全
部
副
参
事
・
吉
田

清（
久
住
中
学
校
よ
り
転
入
）／
環
境
部

副
参
事
兼
環
境
計
画
課
長
・
芹
山
弘
道

（
環
境
計
画
課
長
）／
経
済
部
副
参
事
兼

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長
・
長
瀧
勘

治
郎（
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長
）／

経
済
部
副
参
事
兼
農
政
課
長
・
根
本
正

康（
農
政
課
長
）／
土
木
部
副
参
事
兼

用
地
課
長
・
黒
田
重
行（
環
境
部
副
参

事
兼
環
境
対
策
課
長
）／
都
市
部
副
参

事
兼
都
市
計
画
課
長
・
居
初
進（
下
総

支
所
次
長
兼
生
活
環
境
課
長
）／
都
市

部
副
技
監
兼
建
築
指
導
課
長
・
矢
島
純

夫（
建
築
指
導
課
長
）／
都
市
部
副
参
事

兼
公
園
緑
地
課
長
・
葛
生
彰
一（
介
護

保
険
課
長
）／
水
道
部
副
参
事
兼
簡
易

水
道
課
長
・
髙
橋
廣
一（
簡
易
水
道
課

長
）／
教
育
総
務
部
副
参
事
兼
学
校
施

設
課
長
・
堀
越
慎
一（
学
校
施
設
課
長
）

／
企
画
課
長
・
村
嶋
隆
美（
議
会
事
務

局
次
長
）／
秘
書
課
長
・
渡
部
辰
幸（
企

画
課
主
幹
兼
事
務
管
理
室
長
）／
国
体

推
進
課
長
・
北
島
勝
男（
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
課
主
幹
兼
国
体
推
進
室
長
）／
下
総

支
所
総
務
課
長
・
佐
瀬
通
夫（
児
童
家

庭
課
主
幹
）／
下
総
支
所
市
民
福
祉
課

長
・
小
林
陸
男（
下
総
支
所
住
民
課
長
）

／
下
総
支
所
農
産
土
木
課
長
・
村
田
孝

夫（
下
総
支
所
福
祉
課
長
）／
大
栄
支
所

農
産
土
木
課
長
・
小
幡
昌
規（
大
栄
支

所
生
活
環
境
課
長
）／
総
務
課
主
幹
・

鳥
羽
薫（
学
務
課
主
幹
）／
税
務
課
長
・

大
関
富
夫（
税
務
課
主
幹
）／
税
務
課
主

幹
兼
収
税
推
進
室
長
・
根
本
秀
行（
危

機
管
理
課
主
幹
）／
資
産
税
課
長
・
飯

田
美
則（
会
計
室
主
幹
）／
空
港
地
域
振

興
課
主
幹
・
澁
谷
弘
之（
管
財
課
主
幹
）

／
危
機
管
理
課
主
幹
・
棚
橋
稔（
監
査

委
員
事
務
局
主
幹
）／
市
民
課
長
・
大

木
禎
夫（
総
務
課
主
幹
）／
市
民
支
援
課

長
・
深
山
芳
文（
市
民
支
援
課
主
幹
兼

市
民
相
談
室
長
）／
市
民
支
援
課
主
幹

兼
市
民
相
談
室
長
・
成
毛
勲（
市
民
支

援
課
主
幹
）／
環
境
対
策
課
長
・
吉
田

昭
二（
税
務
課
長
）／
ク
リ
ー
ン
推
進

課
主
幹
・
大
貫
利
行（
障
が
い
者
福
祉

課
主
幹
）／
環
境
衛
生
課
長
・
石
井
武

彦（
大
栄
支
所
農
産
土
木
課
長
）／
高
齢

者
福
祉
課
長
兼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
所

長
・
塩
田
忠
昭（
財
政
課
主
幹
）／
障
が

い
者
福
祉
課
長
・
石
橋
廣（
空
港
地
域

振
興
課
主
幹
）／
児
童
家
庭
課
長
・
青

柳
一（
秘
書
課
主
幹
）／
児
童
家
庭
課
主

幹
・
藤
崎
和
子（
児
童
家
庭
課
主
幹
兼

玉
造
保
育
園
長
）／
児
童
家
庭
課
主
幹

兼
玉
造
保
育
園
長
・
早
坂
恵
子（
児
童

家
庭
課
主
幹
兼
大
栄
保
育
園
長
）／
介

護
保
険
課
長
・
近
藤
妙
子（
健
康
増
進

課
長
）／
健
康
増
進
課
長
・
檜
垣
好
克

（
健
康
増
進
課
主
幹
）／
健
康
増
進
課
主

幹
・
野
平
春
雄（
下
総
支
所
農
産
土
木

課
長
）／
商
工
課
長
・
藤
崎
潔（
商
工
課

主
幹
）／
農
政
課
主
幹
・
大
河
義
治（
再

開
発
課
主
幹
）／
土
木
課
長
・
今
泉
彰

夫（
土
木
課
主
幹
）／
道
路
維
持
課
長
・

石
井
孝
雄（
道
路
維
持
課
主
幹
）／
営
繕

課
長
・
金
岡
忠
司（
農
政
課
主
幹
）／
都

市
計
画
課
主
幹
・
山
田
宜
裕（
千
葉
県

よ
り
転
入
）／
街
路
課
長
・
田
辺
市
造

（
工
務
課
長
）／
区
画
整
理
課
主
幹
・
多

田
利
美（
ク
リ
ー
ン
推
進
課
主
幹
）／

工
務
課
長
・
稲
阪
明
男（
街
路
課
主
幹
）

／
監
査
委
員
事
務
局
主
幹
・
保
延
正

廣（
社
会
福
祉
課
主
幹
）／
農
業
委
員
会

事
務
局
主
幹
・
芝
山
幸
一（
大
栄
支
所

福
祉
課
長
）／
教
育
総
務
課
主
幹
・
金

坂
昭
夫（
税
務
課
主
幹
兼
収
税
推
進
室

長
）／
学
務
課
主
幹
・
佐
久
間
邦
彦（
高

齢
者
福
祉
課
主
幹
）／
教
育
指
導
課
主

幹
・
黒
田
章
廣（
下
総
支
所
総
務
課
長
）

／
教
育
指
導
課
主
幹
・
大
竹
誠
司（
玉

造
中
学
校
よ
り
転
入
）／
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
所
長
・
古
関
修（
環
境
対
策
課

主
幹
）／
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
幹
・

松
岡
盛
一
郎（
教
育
総
務
課
主
幹
）／
生

涯
学
習
課
長
兼
三
里
塚
御
料
牧
場
記
念

館
長
・
浅
野
佳
央（
教
育
指
導
課
主
幹
）

／
生
涯
学
習
課
主
幹
・
神
嵜
諭（
中
台

小
学
校
よ
り
転
入
）／
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

課
長
・
遠
藤
美
代
治（
図
書
館
長
兼
視

聴
覚
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長
）／
公

民
館
長
・
和
田
修（
下
総
支
所
税
務
課

長
）／
図
書
館
長
兼
視
聴
覚
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
所
長
・
山
本
康
秀（
児
童
家

庭
課
長
）

◆
課
長
級
昇
格　
　

20
人

企
画
課
主
幹
兼
事
務
管
理
室
長
・
坂
本

公
男（
企
画
課
副
主
幹
）／
秘
書
課
主

幹
・
藤
﨑
勇
一（
空
港
地
域
振
興
課
副

主
幹
）／
人
事
課
主
幹
・
成
毛
隆（
人
事

課
副
主
幹
）／
財
政
課
主
幹
・
根
本
欣

治（
総
務
課
副
主
幹
）／
空
港
対
策
課

主
幹
・
大
木
孝
男（
空
港
対
策
課
副
主

幹
）／
交
通
防
犯
課
主
幹
・
葛
生
行
広

（
交
通
防
犯
課
副
主
幹
）／
保
険
年
金
課

4
月
1
日
付
け
で
5
1
3
人
が
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

広報なりた2008.4.15 1�



主
幹
・
川
瀬
進
三（
保
険
年
金
課
副
主

幹
）／
社
会
福
祉
課
主
幹
・
高
橋
利
宏

（
社
会
福
祉
課
副
主
幹
）／
障
が
い
者
福

祉
課
主
幹
兼
簡
易
マ
ザ
ー
ズ
ホ
ー
ム
所

長
・
金
﨑
恵
子（
障
が
い
者
福
祉
課
副

主
幹
兼
簡
易
マ
ザ
ー
ズ
ホ
ー
ム
所
長
）

／
商
工
課
主
幹
・
須
藤
清
子（
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
課
副
主
幹
）／
農
政
課
主
幹
・

大
島
豊（
農
政
課
副
主
幹
）／
土
木
課
主

幹
・
冨
塚
三
夫（
土
木
課
副
主
幹
）／
都

市
計
画
課
主
幹
・
布
施
幸
伸（
都
市
計

画
課
副
主
幹
）／
再
開
発
課
主
幹
・
齊

藤
清
治（
再
開
発
課
副
主
幹
）／
公
園

緑
地
課
主
幹
・
諏
訪
峰
雄（
公
園
緑
地

課
副
主
幹
）／
街
路
課
主
幹
・
大
見
川

優（
区
画
整
理
課
副
主
幹
）／
会
計
室
主

幹
・
中
村
光
夫（
財
政
課
副
主
幹
）／
議

会
事
務
局
次
長
・
藤
﨑
祐
司（
情
報
推

進
課
副
主
幹
）／
農
業
委
員
会
事
務
局

主
幹
・
菱
木
一
男（
農
業
委
員
会
事
務

局
副
主
幹
）／
公
民
館
主
幹
・
葛
生
元

彦（
公
民
館
副
主
幹
）

◆
退
職
者　

57
人

小
泉
孝（
企
画
政
策
部
）／
本
多
智（
人

事
課
）／
関
口
ト
シ
子（
人
事
課
）／
松

森
俊
明（
下
総
支
所
農
産
土
木
課
）／
戸

田
都
夫（
企
画
政
策
部
大
栄
支
所
）／
菅

澤
泰
明（
大
栄
支
所
住
民
課
）／
金
岡

光
江（
工
事
検
査
課
）／
林
直
樹（
空
港

部
）／
鈴
木
喬（
市
民
安
全
部
）／
鈴
木

一
彦（
市
民
安
全
部
・
遠
山
中
学
校
へ

転
出
）／
吉
田
敏
夫（
市
民
部
）／
鈴
木

馨（
市
民
課
）／
鈴
木
惠
子（
市
民
課
）／

藤
田
総
子（
保
険
年
金
課
）／
小
川
公
司

（
環
境
部
）／
栗
山
君
江（
環
境
対
策
課
）

／
郡
司
早
苗（
環
境
衛
生
課
）／
永
野
孝

枝（
社
会
福
祉
課
）／
鈴
木
啓
子（
児
童

家
庭
課
）／
引
田
紀
恵（
児
童
家
庭
課
）

／
千
葉
恭
子（
健
康
増
進
課
）／
梅
田
晶

子（
健
康
増
進
課
）／
吉
田
の
り
子（
健

康
増
進
課
）／
五
十
部
祥
子（
健
康
増
進

課
）／
小
倉
千
恵
子（
商
工
課
）／
片
岡

義
博（
土
木
部
）／
加
藤
文
彦（
土
木
部
）

／
石
川
憲（
土
木
部
）／
丸
進
司（
土
木

部
）／
菅
谷
佐
千
男（
土
木
課
・
千
葉
県

へ
転
出
）／
加
藤
享（
都
市
部
）／
青
野

光
男（
都
市
部
）／
後
藤
勇（
都
市
部
）／

横
須
賀
努（
都
市
計
画
課
・
千
葉
県
へ

転
出
）／
中
村
孝
子（
公
園
緑
地
課
）／

山
﨑
健（
水
道
部
）／
丸
徳
也（
議
会
事

務
局
）／
伊
達
照
子（
議
会
事
務
局
）／

湯
浅
利
衛（
農
業
委
員
会
事
務
局
）／
小

笠
原
登（
農
業
委
員
会
事
務
局
）／
高

橋
早
苗（
教
育
総
務
課
）／
小
山
美
奈
子

（
教
育
総
務
課
）／
高
野
愛
子（
教
育
総

務
課
）／
林
田
美
惠
子（
教
育
総
務
課
）

／
山
下
隆
文（
教
育
指
導
課
・
高
岡
小

学
校
へ
転
出
）／
竹
尾
裕
之（
教
育
指
導

課
・
加
良
部
小
学
校
へ
転
出
）／
日
暮

美
智
子（
教
育
指
導
課
・
吾
妻
中
学
校

へ
転
出
）／
野
平
和
美（
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
）／
眞
山
義
雄（
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
）／
大
木
ひ
ろ
子（
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
）／
菅
澤
菊
江（
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
）／
森
田
み
ど
り（
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
）／
山
倉
喜
代
美（
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
）／
石
橋
悦
郎（
生
涯
学
習
部
）／

髙
芝
徹（
生
涯
学
習
課
主
幹
・
神
宮
寺

小
学
校
へ
転
出
）／
今
井
き
く
江（
公
民

館
）／
鈴
木
千
代
子（
図
書
館
）

消　

防

◆
部
長
級
昇
格　
　

2
人

消
防
本
部
次
長
・
小
倉
松
夫（
消
防
本

部
副
参
事
）／
消
防
本
部
参
事
兼
成
田

消
防
署
長
・
小
倉
三
男（
赤
坂
消
防
署

長
）

◆
課
長
級
異
動　
　

9
人

消
防
本
部
副
参
事
兼
総
務
課
長
・
桐
谷

和
秀（
通
信
指
令
課
長
）／
消
防
本
部
副

参
事
兼
警
防
課
長
・
萩
原
武
雄（
大
栄

消
防
署
長
）／
通
信
指
令
課
長
・
大
竹

一
夫（
成
田
消
防
署
主
幹
兼
副
署
長
）／

赤
坂
消
防
署
長
・
伊
藤
新
一（
消
防
本

部
総
務
課
長
）／
三
里
塚
消
防
署
長
・

齊
藤
三
千
男（
大
栄
消
防
署
主
幹
兼
副

署
長
）／
大
栄
消
防
署
長
・
小
堀
明（
警

防
課
長
）／
通
信
指
令
課
主
幹
・
土
屋

繁
昭（
三
里
塚
消
防
署
主
幹
兼
副
署
長
）

／
成
田
消
防
署
主
幹
兼
副
署
長
・
茂
木

新
治（
警
防
課
主
幹
）／
赤
坂
消
防
署
主

幹
兼
副
署
長
・
岡
野
信
一（
予
防
課
主

幹
）　

◆
課
長
級
昇
格　
　

4
人

予
防
課
主
幹
・
石
井
武
志（
危
機
管
理

課
副
主
幹
）／
警
防
課
主
幹
・
佐
藤
一

雄（
警
防
課
副
主
幹
）／
三
里
塚
消
防

署
主
幹
兼
副
署
長
・
渡
邉
保
夫（
成
田

消
防
署
副
主
幹
兼
飯
岡
分
署
長
）／
大

栄
消
防
署
主
幹
兼
副
所
長
・
西
山
勝
男

（
大
栄
消
防
署
副
主
幹
）

◆
退
職
者　
　

11
人

秋
山
恒
男（
消
防
本
部
）／
山
田
行
雄

（
消
防
本
部
）／
鈴
木
浩
一
郎（
消
防
本

部
）／
岩
澤
勇
治（
消
防
本
部
総
務
課
）

／
中
嶋
孝
夫（
通
信
指
令
課
）／
菅
澤
正

則（
赤
坂
消
防
署
）／
栁
町
正
雄（
三
里

塚
消
防
署
）／
明
石
官
治（
大
栄
消
防

署
）／
下
田
善
造（
大
栄
消
防
署
）／
広

岡
政
則（
大
栄
消
防
署
）／
宮
野
洋
一

（
大
栄
消
防
署
）

　平成20年度の印旛郡市職員採用共同

試験が次の日程で行われます。成田市

では、一般行政職および技術職職員を

次の要領で募集します。

採用予定人数
◦一般行政職上級…20人程度

◦技術職土木上級…若干名

◦技術職建築上級…若干名

受 験資格＝昭和53年4月2日〜昭和62

年4月1日生まれの人および昭和62年

4月2日以降に生まれた人で学校教育

法に基づく大学（短期大学を除く）を

卒業した人（平成21年3月末日までに

卒業見込みの人を含む）

募 集要項の配布＝5月8日（木）から市役

所3階の人事課で配布（郵送を希望す

る場合は、封筒の表に「採用試験申込

来年4月1日に採用の市職員を募集

書請求」と朱書し、120円切手を貼っ

たA4サイズの返信用封筒を同封して

請求してください）

申 込方法＝申込書を直接または郵送で

人事課（市役所3階・〒286-8585　花

崎町760）へ

受付期間＝5月26日（月）〜6月6日（金）

　 それぞれ月〜金曜日の午前8時30分

〜午後5時30分。郵送の場合は受付

最終日の消印のあるものまで有効

試 験日と会場＝7月6日（日）・東京学館

高等学校（酒々井町）

※ 初級職などの採用試験日程は「広報な

りた」7月1日号に掲載予定です。他

市町村を希望する人は、直接希望市

町村にお問い合わせください。くわ

しくは人事課（☎20-1505）へ。

1� 広報なりた2008.4.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



　日ごろ、指導を受ける子どもたちとそのコー
チなどが互いの試合を応援することで、信頼感
と連帯感を高めサッカーの楽しさを味わおうと

「成田ロータリークラブ杯争奪サッカー大会」
が3月23日、中台陸上競技場・球技場で行われ
ました。参加者は主に38歳以上を対象とする

「四
しじゅうから

十雀リーグ」と「少年大会」に分かれ熱戦を展
開。親子で参加する選手も見受けられるなど、
互いに声援が飛び交い盛り上がりを見せていま
した。

大人も子どもも
ボールは友達

成田ロータリークラブ杯争奪サッカー大会

「いけーっ」
強烈なシュートが
ネットを揺らすか

　地元の畜産物や農産物を使った料理を味わい、食料生
産に対する理解を深めてもらおうと3月14日、「美味しい
フォーラム・印旛の畜産」が成田ビューホテルで開催され
ました。地元の農産物などが展示された会場では、牛乳や
卵などを扱う畜産業者がそれぞれの業務内容や現在の取り
組みについて説明。その後の交流会で、参加者たちは地元
の生産者と歓談し、お薦めの調理方法や食料自給率の向上
についてなどさまざまな話題に花を咲かせていました。

地元の味を楽しみながら
美味しいフォーラム・印旛の畜産

ホテルの総料理長による料理の実演も

　老人福祉センターを拠点に活動しているサー
クルが日ごろの活動の成果を披露する「シル
バーいきいきフェスティバル」が、3月1日に保
健福祉館で開催されました。年齢を感じさせな
い見事な踊りや歌声に、観客席からは拍手喝

かっ

采
さい

。発表のほかにも、思
わず足を止めてしまうた
くさんの作品展示や和や
かな雰囲気の茶席が行わ
れ、この日1日、溢れる
シルバーパワーで会場は
大いににぎわいました。

いつまでも若 し々く
シルバーいきいきフェスティバル

魅力的な作品の数々

元気いっぱいの踊りを披露

広報なりた2008.4.15 1�



　世界最大規模の学生組織アイセックに加盟す
る学生と成田小学校5年生との「異文化交流イ
ベント」が3月21日、同校体育館で行われまし
た。子どもたちはグループごとに各国のブース

（世界文化村）を回り、国々の話を聞いたり日本
の文化を紹介。「いろいろな国の人から文化や社
会について話を聞くことができ、その国に行っ
てみたいと思いました。英語で日本の紹介もで
きました」と顔をほころばせていました。

世界の文化を身近に
成田小学校異文化交流イベント

インドネシアのブースで説明を聞く子どもたち

　南羽鳥区が建設を進めていた区民会館が完成し3
月9日、竣工式典が行われました。南羽鳥は国指定
重要文化財の人頭型土製品や市指定のムササビ埴輪
が出土するなど、古くからの遺跡が数多くある地区
として知られており、区民会館用地も南羽鳥花輪内
遺跡として、建設に先立って発掘調査が行われまし
た。館内には、先人たちの残した遺産に触れてもら
うことを目的に、発掘調査で出土した縄文時代の土
器や石器を展示するコーナーも設けられています。
今後は、地元以外の人たちからの見学希望にも応え
ていくとのことですので、興味のある人は生涯学習
課（☎20-1534）を通じてお問い合わせを。

館内には
遺物展示コーナーも

南羽鳥区民会館竣工

遺物展示コーナーを
見る地区住民

　「わたしが若いころには、みんなでござを敷いてつ
まみを持ち寄り、お酒を酌み交わしながらにぎやかに
一日過ごしたもんだよ」と懐かしそうに語るのは藤崎
正雄さん。3月15日、台方の五社神社で行われた例祭
の参加者で今年で86歳になります。毎年3月の第3土
曜日に行われているこの例祭では、印旛沼で捕れた生
きた鯉が奉納されます。これは生命力の強い鯉にあや
かり、区民が1年間元気に暮らせることを願って奉納
されるようになったと伝えられています。同神社は「世
直し様」と地元の人から呼ばれ親しまれていて、今は
木々に囲まれていますが、高台にあることから、かつ
ては境内から眼下に広がる水田の様子がはるかかなた
まで見渡せたそうです。

鯉の生命力にあやかり
世直し神社例祭

野菜や果物に加え鯉を奉納し、区民の健康を願う台方区の皆さん

南羽鳥区民会館

1� 広報なりた2008.4.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



　

平
成
20
年
度「
成
田
市
ま
ち
づ
く
り

茶
論
」の
開
催
日
・
テ
ー
マ
な
ど
に
つ

い
て
は
、
広
報
な
り
た
5
月
1
日
号
お

よ
び
市
民
支
援
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
市
民
支
援
課（
☎
20
︲

1
5
0
7
）へ
。

　

水
道
事
業
は
皆
さ
ん
の
水
道
料
金
で

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
道
料
金
を
納
期
内
に
納
め
ら
れ
な

か
っ
た
場
合
、
督
促
状
や
給
水
停
止
予

告
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も

納
入
さ
れ
な
い
場
合
は
、
給
水
を
停
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

水
道
料
金
の
支
払
い
は
、
金
融
機
関

な
ど
の
窓
口
で
も
で
き
ま
す
が
、
便

利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま

す
。
手
続
き
は
、
金
融
機
関
な
ど
の
窓

口
へ
領
収
書
ま
た
は
水
道
使
用
量
の
お

知
ら
せ
と
口
座
届
出
印
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
市
水
道
部
業
務
課（
☎

22
︲
0
2
6
9
）へ
。

設
置
費
補
助
金

　

市
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

す
る
人
に
、
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す（
下
表
）。

　

単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄

化
槽
へ
転
換
す
る
と
き
は
、
18
万
円
を

上
乗
せ
す
る
補
助
金（
新
築
・
建
て
替

え
は
除
く
）を
、
く
み
取
り
便
所
か
ら

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
転
換
す
る
と
き
は

10
万
円
を
上
乗
せ
す
る
転
換
補
助
金

（
新
築
・
建
て
替
え
は
除
く
）を
交
付
し

ま
す
。

　

ま
た
、
印
旛
沼
流
域
に
限
り
、
窒
素

ま
た
は
リ
ン
を
除
去
す
る
高
度
処
理
型

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
費
用
の
一
部

を
補
助
し
て
い
ま
す
。

維
持
管
理
費
補
助
金

　

浄
化
槽
を
設
置
し
た
人
は
、
浄
化
槽

が
正
常
に
機
能
す
る
よ
う
に
、
適
正
な

維
持
管
理（
保
守
点
検
・
清
掃
・
法
定

検
査
）が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
維
持
管
理
費
に
つ
い

て
も
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
補

　

補
助
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、

申
請
書
に
保
守
点
検
お
よ
び
清
掃
の
契

約
書
の
写
し
・
保
守
点
検
お
よ
び
清
掃

の
領
収
書
の
写
し
・
法
定
検
査
を
受
け

た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し
を
添

え
て
、
環
境
衛
生
課
ま
た
は
下
総
・
大

栄
支
所
農
産
土
木
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
騒
音
地
域
は
維
持
管
理
費
お
よ
び
設

置
補
助
金
と
も
特
例
に
よ
り
限
度

額
が
異
な
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は

環
境
衛
生
課（
☎
20
︲
1
5
3
1
）

へ
。

　

市
で
は
、
既
存
の
共
同
墓
地
の
整
備

工
事
に
要
す
る
費
用
に
対
し
て
補
助
を

し
て
い
ま
す
。

対
象
墓
地
＝
区
・
自
治
会
・
管
理
組
合
、

ま
た
は
5
世
帯
以
上
で
管
理
す
る

墓
地

対
象
工
事
＝
墓
地
内
通
路
、排
水
設
備
、

塀
、
擁
壁
な
ど（
た
だ
し
、
20
万
円

未
満
の
工
事
は
対
象
外
）

補
助
額
＝
1
5
0
万
円
を
限
度
に
、
工

事
費
の
半
額（
騒
音
地
域
は
特
例
に

設
置
費
や
維
持
管
理
費
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

合
併
処
理
浄
化
槽

よ
り
限
度
額
が
異
な
り
ま
す
）

※
補
助
を
受
け
る
に
は
手
続
き
が
必
要

で
す
。
着
工
す
る
前
に
環
境
衛
生

課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
く
わ

し
く
は
同
課（
☎
20
︲
1
5
3
1
）

へ
。

　

2
月
21
日
に
開
催
し
た「
平
成
19
年

度
第
6
回
成
田
市
ま
ち
づ
く
り
茶
論
」

の
会
議
録
を
、
市
民
支
援
課
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.city.narita.

chiba.jp/sosiki/shien/shien/
index.htm

l

）と
行
政
資
料
室
で
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は「
独
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
介
護
予
防
事
業

に
つ
い
て
」で
す
。

　

大
栄
地
区
に
住
ん
で
い
る
人
を
中
心

に
、
健
康
維
持
の
た
め
、
ヨ
ー
ガ
教

室
な
ど
を
開
催
し
て
い
る「
サ
ー
ク
ル

コ
ス
モ
ス
」の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
日

ご
ろ
か
ら
健
康
の
た
め
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
や
、
ご
近
所
同
士
の
つ
な
が

り
な
ど
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

助
額
は
人
槽
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、合
併
処
理
浄
化
槽
の
維
持
管
理（
保

守
点
検
・
清
掃
）に
掛
か
っ
た
額
の
2

分
の
1
相
当
額（
限
度
額
あ
り
）で
す
。

共
同
墓
地

整
備
工
事
に

補
助
金
が

成
田
市
ま
ち
づ
く
り
茶
論

会
議
録
を

公
開
し
て
い
ま
す

水
道
料
金
の
納
付

支
払
い
は

期
限
内
に

①設置費補助金 ②維持管理費補助金

人槽区分 通常型 高度処理型
(窒素除去型)

高度処理型
(窒素･リン除去型) 人槽区分 限度額

5人槽 332,000円 444,000円 528,000円 5人槽 18,000円

6・7人槽 414,000円 486,000円 693,000円 6人槽 21,000円

8〜10人槽 548,000円 576,000円 963,000円 7人槽 24,000円

11〜20人槽 939,000円 1,092,000円 — 8人槽 27,000円

21〜30人槽 1,472,000円 1,860,000円 — 10人槽 33,000円

31〜50人槽 2,037,000円 2,496,000円 — 11〜50人槽 33,000円

合併処理浄化槽の補助金

広報なりた2008.4.15 1�



　

学
校
・
保
育
園
・
病
院
・
公
園
な
ど

の
施
設
内
の
樹
木
や
、
住
宅
地
に
近
接

し
た
家
庭
菜
園
・
市
民
農
園
を
含
む
農

地
お
よ
び
垣
根
な
ど
の
管
理
に
当
た
っ

て
は
、
農
薬
の
飛
散
を
原
因
と
す
る
健

康
被
害
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
、
で
き

る
だ
け
農
薬
を
使
用
し
な
い
よ
う
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

　

農
薬
を
散
布
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合

で
も
、
次
の
こ
と
に
留
意
し
て
農
薬
の

飛
散
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◦
農
薬
使
用
回
数
と
量
を
減
ら
す

･
病
害
虫
や
雑
草
を
早
期
に
発
見
す
る

･
毎
年
同
じ
時
期
に
散
布
し
て
い
る
か

ら
と
い
っ
た
定
期
的
散
布
は
や
め
る

に
従
っ
て
使
う

･
農
薬
取
締
法
に
基
づ
い
て
登
録
さ
れ

た
対
象
の
植
物
に
適
用
の
あ
る
農

薬
を
、
ラ
ベ
ル
に
記
載
さ
れ
た
使

用
方
法
・
使
用
上
の
注
意
事
項
を

守
っ
て
使
用
す
る

◦
事
前
に
十
分
な
周
知
を
行
う

･
農
薬
を
散
布
す
る
場
合
は
、
事
前
に

周
囲
に
住
ん
で
い
る
人
な
ど
へ
連

絡
し
看
板
に
よ
る
告
知
を
す
る
な

ど
─
十
分
に
周
知
さ
せ
る

･
近
隣
に
学
校
・
通
学
路
が
あ
る
場
合

は
、
学
校
や
保
護
者
に
も
連
絡
す
る

◦
散
布
区
域
に
人
が
入
ら
な
い
よ
う
に

す
る

◦
農
薬
の
使
用
履
歴
を
記
録
し
、
保
管

す
る

◦
む
や
み
な
農
薬
の
現
地
混
用
は
行
わ

な
い

･
情
報
が
な
い
組
み
合
わ
せ
で
の
現
地

混
用
や
、
特
に
有
機
リ
ン
系
農
薬

･
栽
培
前
に
病
害
虫
に
強
い
作
物
や
樹

木
・
品
種
に
つ
い
て
検
討
す
る

･
連
作
を
避
け
、
適
切
な
土
作
り
や
施

肥
を
実
施
す
る

･
農
薬
以
外
の
物
理
的
防
除
を
優
先
す

る
◦
飛
散
し
な
い
農
薬
を
選
ぶ

◦
農
薬
の
飛
散
防
止
に
最
大
限
配
慮
す

る
･
農
薬
の
散
布
は
、
無
風
か
風
が
弱
い

と
き
な
ど
、
天
候
や
時
間
帯
を
選

ん
で
行
う
。
特
に
、
近
く
に
学
校
・

通
学
路
が
あ
る
場
合
は
子
ど
も
に

影
響
が
出
な
い
よ
う
注
意
す
る

◦
農
薬
は
ラ
ベ
ル
に
記
載
さ
れ
た
内
容

同
士
の
混
用
は
や
め
る

　

農
薬
に
関
す
る
情
報
は
、
農
林
水

産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
農
薬
コ
ー
ナ
ー
」

（http://w
w
w
.m
aff.go.jp/nouya

ku

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
農
薬
と
健
康
に
つ
い
て
く
わ
し
く
は

農
政
課（
☎
20
︲
1
5
4
1
）ま
た
は

健
康
増
進
課（
☎
27
︲
1
1
1
1
）へ
。

　
「
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」お
よ
び「
戸
籍
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」の
施
行
に
よ
り
、
5
月

1
日
か
ら
住
民
票
・
戸
籍
謄
本
な
ど
の

申
請
に
来
た
人
の
本
人
確
認
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
・
運
転
免
許

証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
、
官
公
署
が

発
行
し
た
証
明
書（
写
真
付
き
）を
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。
身
分
証
明
書
を
持
っ

て
い
な
い
人
は
、
保
険
証
・
社
員
証
な

ど
、
複
数
の
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

委
任
状
で
各
証
明
の
申
請
を
す
る
場

合
は
、
代
理
人
の
本
人
確
認
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

住
民
票
の
写
し
な
ど
の

交
付
を
請
求
で
き
る
人
は

　

本
人
ま
た
は
本
人
と
同
一
世
帯
に
属

す
る
人
の
み
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
人
は
、
住
民
票
の
記

載
事
項
を
確
認
す
る
こ
と
に
対
し
て
、

正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合（
権
利
行
使

や
義
務
履
行
に
必
要
な
場
合
な
ど
）に

限
り
ま
す
。

戸
籍
の
証
明
書
な
ど
の

交
付
を
請
求
で
き
る
人
は

　

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
ま
た
は

そ
の
配
偶
者
・
直
系
の
親
族
は
、
戸
籍

の
証
明
書
を
利
用
す
る
理
由
を
書
く
こ

と
な
く
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
人
に
は
、
市
民
課
の
窓
口

で
戸
籍
を
利
用
す
る
こ
と
に
対
す
る

「
正
当
な
理
由
」を
、
請
求
書
に
く
わ
し

く
書
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
市
民
課（
☎
20
︲

1
5
2
5
）、
下
総
支
所
市
民
福
祉

課（
☎
96
︲
1
1
1
3
）、
大
栄
支

所
市
民
福
祉
課（
☎
73
︲
8
0
6
6
）

へ
。

飛
散
に
よ
る
被
害
の
発
生
を

防
ぐ
た
め
に

農
薬
の
散
布

住
民
票
・
戸
籍
謄
本
な
ど

申
請
に

本
人
確
認
を

（3月16日〜31日）

市 長 日 誌

コミュニティバス運行セレモニーであい
さつする小泉市長

16日  「成田さくらの里」植樹祭＆観桜会
17日 青年海外協力隊表敬訪問
 成田市青少年問題協議会会議
18日 成田小学校卒業式
 市議会教育民生常任委員会
 成田新高速鉄道連絡協議会
19日 議会運営委員会
 成田市生涯大学院卒業式
 3月定例市議会閉会
21日 成田POPラン大会実行委員会
22日  成田山開基1070年祭記念奉祝歌発表会
24日 成田国際空港騒音対策委員会
25日 成田空港周辺地域共生財団理事会
 成田国際空港都市づくり推進会議
26日  成田市コミュニティバス北須賀ルー

ト運行セレモニー
 成田空港通り活性化協議会設立総会
27日 千葉県東部都市体育研究協議会理事会
 成田市農業センター理事会
 成田市農業青年会議所総会
28日 成田山総門寺標建立法要
29日 成田市農業協同組合総代会
 ふれあいお花見会
31日 成田市職員退任式

1� 広報なりた2008.4.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です
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市
で
は
、
現
在
の
い
ず
み
清
掃
工
場

の
老
朽
化
な
ど
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、

平
成
22
年
度
内
の
完
成
を
目
指
し
て
、

新
た
な
一
般
廃
棄
物
焼
却
施
設（
新
清

掃
工
場
）の
整
備
を
富
里
市
と
の
共
同

事
業
と
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

新
清
掃
工
場
で
発
生
す
る
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
方
策
と
し
て
、
高
効
率
発

電
と
と
も
に
温
水
ま
た
は
蒸
気
を
活
用

し
た
温
浴
施
設
の
建
設
を
計
画
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
た
び
温
水
プ
ー
ル
や
風

呂
を
中
心
と
し
た
基
本
設
計（
案
）が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
公
表
し
、ご
意
見
を
募
集
し
ま
す（
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
は

　

市
が
政
策
な
ど
の
案
を
公
表
し
、
広

く
市
民
か
ら
の
意
見
を
求
め
、
提
出
さ

れ
た
意
見
に
応
じ
て
案
の
調
整
を
行
っ
た

り
、
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
を
公
表

し
た
り
す
る
、
市
民
参
加
の
手
法
で
す

基
本
設
計（
案
）の
閲
覧
場
所

　

環
境
計
画
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.narita.chiba.jp/

sosiki/kankei/index.htm
l

）、
環
境

計
画
課（
市
役
所
2
階
）、
行
政
資
料
室

（
市
役
所
1
階
）、
下
総
・
大
栄
支
所
農

産
土
木
課
、各
公
民
館
、市
立
図
書
館
、

保
健
福
祉
館
、
三
里
塚
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

意
見
を
募
集
す
る
事
項

　

余
熱
利
用
施
設
の
基
本
設
計（
案
）へ

の
意
見

意
見
募
集
の
期
間

　

4
月
15
日（
火
）〜
5
月
16
日（
金
）

意
見
提
出
の
方
法

◦
E
メ
ー
ル（kankei@

city.narita.
chiba.jp

）

◦
環
境
計
画
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
応

募
フ
ォ
ー
ム

◦
F
A
X（
22
‐
4
4
3
6
）

◦
郵
送（
〒
2
8
6
‐
8
5
8
5 

花
崎

町
7
6
0 

成
田
市
役
所
環
境
計
画

課
）

◦
窓
口
に
持
参（
環
境
計
画
課
、
下
総
・

大
栄
支
所
農
産
土
木
課
）

意
見
提
出
用
紙
の
配
布

　

意
見
提
出
の
用
紙
は
、
環
境
計
画
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
基
本
設
計（
案
）の
閲

覧
場
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
郵
送

を
希
望
す
る
場
合
は
、
環
境
計
画
課
へ

請
求
し
て
く
だ
さ
い

意
見
募
集
結
果
の
公
表

　

提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
内
容

ご
と
に
整
理
・
分
類
し
た
上
で
、
市
の

考
え
と
と
も
に
環
境
計
画
課
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や「
広
報
な
り
た
」に
掲
載
す
る

予
定
で
す

※
く
わ
し
く
は
環
境
計
画
課（
☎
20
︲

1
5
3
3
）へ
。

　

下
総
支
所
の
事
務
所
が
、
ア
ス
ベ
ス

ト
含
有
材
の
除
去
改
修
工
事
の
た
め
、

5
月
7
日（
水
）か
ら
保
健
福
祉
館
下
総

分
館（
旧
保
健
セ
ン
タ
ー
）に
仮
移
転
し

ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
下
総
支
所
総
務
課（
☎

96
︲
1
1
1
1
）へ
。

　

平
成
19
年
12
月
1
日
の
改
選
時
に
欠

員
と
な
っ
て
い
た
6
地
区
の
う
ち
、
5

地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
4

月
1
日
付
け
で
委
嘱
さ
れ
ま
し
た（
左

表
・
敬
称
略
）。
こ
れ
に
伴
い
加
良
部

5
‐
1（
第
3
県
営
）地
区
は
、
新
任
の

藤
江
委
員
と
兼
任
の
藤
﨑
委
員
が
担
当

し
ま
す
。

　

現
在
欠
員
と
な
っ
て
い
る
大
栄
地
区

の「
水
の
上
、
新
田
・
に
っ
ぽ
り
団
地
」

は
、
多
良
貝
地
区
担
当
の
野
平
委
員
が

兼
任
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
社
会
福
祉
課（
☎
20
︲

1
5
3
6
）へ
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
ま
す

余
熱
利
用
施
設
の
基
本
設
計（
案
）

本年度の固定資産税・都市計画税の納期は次の通りです。

第1期＝ 4月16日（水）～ 30日（水）

第2期＝ 7月16日（水）～ 31日（木）

第3期＝12月16日（火）～1月 5日（月）

第4期＝ 2月16日（月）～3月 2日（月）

　固定資産税は、毎年1月1日現在における土地・家屋・償却資産
の所有者に、都市計画税は、市街化区域内の土地・家屋の所有者に
課税されます。家屋の新築・増築・建て替え・取り壊し、名義の変
更などがあった場合は、資産税課へご連絡ください。
※くわしくは同課（☎20-1514）へ。

下
総
支
所

事
務
所
が

仮
移
転
し
ま
す

民
生
委
員
・
児
童
委
員

5
地
区
で

委
嘱
さ
れ
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担当地区 氏　名 電話番号

大室 木内　毅 36-0766

吉倉・久米野 鈴木　浩一郎 35-0761

加良部2－2 羽生田　清子 28-2583

加良部5－1 藤江　浩 28-0351

稲荷山、中野、津富浦 佐藤　勲 73-2533

加良部3、4丁目
（新山・第2県営）、5－1

藤㟢　貞夫 28-2222

水の上、新田・にっぽり団地 野平　孝道 73-4225

4月1日付けで選任された民生委員・児童委員

固定資産税・都市計画税

納期内の納付にご協力を
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困りごと・悩みごと相談室
心の健康、応援します

一人で悩んでいないで相談してみませんか？

毎日の生活の中で、疑問に思っていること、誰かに相
談したいと思っていることはありませんか。市など
では、そんなあなたの要望に応え、各種相談を行いま
す。相談は無料で秘密は厳守されます。この機会に日
ごろ感じている疑問や悩みを解消してみてはいかがで
すか。

相　談　日
相　談　名 期　日 時　間 場　所 問い合わせ先

市民生活相談
（離婚・相続・相隣関係・金
銭貸借・売買など）

月・金曜日 9：00〜16：00 市役所2階市民相談室

市民支援課市民相談室
☎20-1507
※ 裁判所で係争中の事件

は除きます。法律相談5
月分の予約は4月30日

（水）午前8時30分か
ら受け付けます。

法律相談
（予約制・市内在住の人）

水曜日 13：00〜16：00 〃

もめごと・なやみごと・苦
情相談（人権・行政相談）

4月22日（火） 10：00〜15：00 市役所2階201会議室

外国人相談（英語・中国語・
スペイン語・ポルトガル語）

4月25日（金） 13：00〜16：00 〃

税務相談 4月15日（火） 10：00〜15：00 市役所2階市民相談室

不動産相談 4月15日（火） 10：00〜12：00 市役所2階201会議室

市民よろず相談 4月19日（土） 13：00〜16：00 保健福祉館
県行政書士会印旛支部
作田義美さん☎23-3286

税務支援センター（予約制） 4月23日（水） 10：00〜15：00
県税理士会成田支部

（飯田町157-4）
県税理士会成田支部
☎28-0931

司法書士法律相談 4月16日（水） 18：00〜20：00 保健福祉館
県司法書士会佐倉支部
石井滋さん☎20-1810

女性就業（内職）相談
（来所前に要電話）

水・金曜日 10：00〜16：00 市役所2階女性就業相談室
商工課
☎22-1111内線2728

高年齢者職業相談 月〜金曜日 8：30〜17：00 市役所2階高年齢者職業相談室
商工課
☎22-1111内線2729

消費生活相談 月〜金曜日 10：00〜16：00 消費生活センター（市役所2階）
消費生活センター
☎23-1161

年金相談 水曜日 10：00〜15：00 市役所1階相談室 保険年金課☎20-1526

障がい者相談
水曜日・第4日曜日
・祝日を除く毎日

 9：00〜19：00 保健福祉館
障がい者相談センター
☎27-1106

心配ごと相談

木曜日 10：00〜15：00 保健福祉館
社会福祉協議会
☎27-7755

5月 9日（金） 10：00〜15：00 下総地域福祉センター

4月18日（金） 10：00〜15：00 保健福祉館大栄分館

酒害相談 4月17日（木） 9：00〜12：00 保健福祉館 〃

家庭児童相談 月〜金曜日 9：00〜16：00 市役所1階家庭児童相談室 児童家庭課☎20-1538

就学相談（予約制） 月〜金曜日 9：00〜17：30 成田市教育センター 教育センター☎20-2922

教育相談（予約制） 火曜日 9：00〜16：00 〃 〃

教育相談（不登校相談も） 月〜金曜日 9：00〜17：00 成田市ふれあいるーむ21 教育相談室☎22-5100

�1 広報なりた2008.4.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



中小企業で働く人や離職中の人に
「労働者福祉資金融資制度」

　県では、中央ろうきんと提携し生活資
金の低利融資を行っています。
中小企業労働者生活安定資金
対象＝年間の所得が150万円以上で世帯

の生計を維持している人
使途＝療養費、住宅補修費、教育費、冠

婚葬祭資金など
融資限度額＝100万円
金利＝年2.2％（ほかに保証料率0.8％）
返済期間＝5年以内
育児・介護休業者生活安定資金
対象＝年間の所得が150万円以上で、現

在育児・介護休業中の人
使途＝育児・介護休業による賃金の減少

により生活上必要とする資金
融資限度額＝50万円（休業期間が3カ月

を超える人は100万円）
金利＝1.9％（ほかに保証料率0.8％）
返済期間＝5年以内
離職者生活安定資金
対象＝失業給付の受給資格を有し、離職

後18カ月以内で現在求職活動をして
いる、世帯の生計を維持している人

（県内在住の連帯保証人が必要）
使途＝日常的に必要とする生活安定資

金、療養費、住宅補修費、教育費、冠
婚葬祭資金など

融資限度額＝30万円または20万円（併
用も可）

金利＝年1.5％（ほかに保証料率0.8％）
返済期間＝5年以内
※申込時に中央ろうきん所定の審査があ

ります。くわしくは県雇用労働課（☎
043-223-2741）または中央ろうき
ん（ 0120-86-6956）へ。

花と緑の溢れるまちへ
「グラジオラスの球根配布」

　5月4日のみどりの日を前に、市では
グラジオラスの球根を先着1,500人（1
人1袋）に差し上げます。
配布日時＝4月30日（水）〜5月2日（金）

午前9時〜午後5時
配布場所＝市役所4階公園緑地課、下

総・大栄支所農産土木課、中央公民館、
三里塚コミュニティセンター

※くわしくは公園緑地課（☎20-1562）へ。

お届けします
「広報なりた」

　市では「広報なりた」を新聞折り込みで
配布しています。新聞を購読していない
ため見ることができないという人には、
個別に配送しています。希望する人は、
住所・氏名を広報課までご連絡ください。
　すでに個別配送している人で、新聞購
読を始めたなどの理由で送付が不要に
なった場合や転居した場合は広報課まで
ご連絡ください。
※1冊で1年分の広報なりたを綴るこ

とのできるファイルを無料で配布
しています。くわしくは広報課（☎
20-1503）へ。

催し物

楽しい中国料理のはなし
「成田市国際交流協会講演会」

　市国際交流協会で
は、テレビや雑誌でお
なじみの中国四川料理
の料理人で、食に関す
る文化人として広く活
躍中の陳建一さんを講

師に迎えて講演会を開催します。
日時＝5月18日（日） 午後3時〜4時30分
会場＝成田市役所6階大会議室
講師＝陳建一さん（四川料理家）
定員＝300人（先着順）
参加費＝無料
申込方法＝直接・電話・FAX・Eメール

のいずれかで住所・氏名・電話番号を
市国際交流協会事務局（市役所3階広
報課内・☎23-3231 FAX24-1006 
Eメールnifs@ngy.3web.ne.jp）へ

※くわしくは同事務局へ。

さまざまな催しが
「成田山開基1070年祭記念行事」

市川團十郎丈・海老蔵丈 御練り・演舞
　市川團十郎・海老蔵親子が、表参道を
練り歩きます（御練り）。新勝寺大本堂前
の特設舞台で演舞も披露します。
◦御練り
日時＝4月26日（土） 午後1時から
コース＝表参道〜新勝寺大本堂前
◦演舞
日時＝4月26日（土） 午後6時から
場所＝新勝寺大本堂前
交通規制＝午前11時〜午後4時 JR成田

駅前〜薬師堂〜成田山門前（鍋店角）

祝賀市民大提灯行列
　市民1,500人が、新勝寺大本堂前まで
提灯を手に練り歩きます。
日時＝4月28日（月）（雨天の場合は29日
（火・祝）） 午後6時〜8時（午後6時出
発に変更になりました）

コース＝表参道入口・西参道幸町三差路
〜薬師堂〜大本堂

交通規制＝午後6時〜午後9時 JR成田
駅前〜薬師堂〜成田山門前（鍋店角）、
薬師堂〜幸町三差路

◦行列参加者を募集しています
提灯配布時間＝午後5時から
配布・集合場所＝JR成田駅前権現山・

幸町黒田駐車場
定員＝先着1,500人に提灯を配布
津軽三味線奉納大演奏会
　総門前広場において、総勢150人で津
軽三味線の演奏会を行います。
日時＝4月29日（火・祝） 午前11時・午

後2時
場所＝総門前広場（雨天の場合は信徒会

館4階大ホール）
※くわしくは成田山開基1070年祭記念

行事実行委員会事務局（（社）成田市観
光協会・☎22-2102）へ。

市川團十郎丈の演舞

成田市ホームページで
「広報なりた（PDF版）」が閲覧できます

ホームページアドレスは
http://www.city.narita.chiba.jpです。
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伝言板

お知らせi
夜間でも利用できます

「豊住第1スポーツ広場野球場」

　豊住地区スポーツ広場野球場のナイ
ター設備が5月から10月の平日に利用で
きます。
照明灯使用料金＝30分当たり2,000円
※申し込みは豊住地区体育協会事務局・

野平さん（☎37-1000）へ。

国の教育ローンを受けている人に
「教育資金利子補給」

　市では「国の教育ローン」の融資を受け
て、高校・大学などに入学する人または
在学している人や、その親族を対象に在
学期間中（最長7年間）の利子の半額を補
給しています。
利子補給条件＝金融機関から「国の教育

ローン」の融資を受けていて、次の2
つの条件に該当する人

◦市内に1年以上住んでいる人
◦市税を完納している人
利子補給の期間＝交付決定された月から

在学期間（留年した年数は除く）
申請に必要なもの＝返済予定表、住民票
（世帯全員が記入されたもの）、市税
納税証明書、印鑑、在学または入学
を証明できるもの

※くわしくは教育総務課（☎20-1580）
へ。

掘り出しものを見つけよう
「リサイクル製品の販売」

受付日時＝4月18日（金）〜24日（木） 午
前9時〜午後5時

会場＝リサイクルプラザ
リサイクル製品＝自転車、家具類
対象＝市内在住の品物を持ち帰ることが

できる人（希望者には建物1階までの
運送を有料で行います）

価格＝5,000円以内
申込方法＝リサイクルプラザに備え付け

の申込用紙に記入（申し込み多数の場
合は抽選を行い、該当者にはがきで
通知。電話での申し込みはできませ
ん）

※家庭で不要になった家具類で利用で
きるものがありましたら、随時受け
付けておりますのでご連絡くださ
い。くわしくはリサイクルプラザ（☎
36-1000、月曜日・祝日は休館）へ。

登録は随時受け付け
「リサイクル団体」

　市では、ごみの減量化と再資源化を図
るため、再利用できる資源ごみを回収す
るリサイクル運動を推進しています。
対象＝区、自治会、子ども会、老人会、

小中学校PTA、そのほか地域住民で
構成された営利を目的としない団体

奨励金＝市内の一般家庭から集めた資源
物1キログラム当たり10円を交付

資源物＝紙類、繊維類、びん類、かん類、
金属類、ペットボトル（ペットボトル
のみ下総・大栄地区は除く）

※くわしくはクリーン推進課（☎20-1530）、
下総支所農産土木課（☎96-1112）、大栄
支所農産土木課（☎73-8063）へ。

不要品情報コーナー

《譲ります》
有償◦製図台のドラフター◦職業

用ミシン◦旅行用カバン
無償◦テレビ◦ガスレンジ

《探しています》
有償◦職業用または工業用ミシン◦

耕運機◦スクーター◦キャンピン
グカー◦カヤック◦電子ピアノ

無償◦車いす◦花器◦ガスレンジ◦
ビーチテーブル◦ビデオデッキ・
カメラ（Hi8方式）◦子どものおも
ちゃ（プラレール・トミカなど）

※くわしくはリサイクルプラザ（☎
36-1000、月曜日・祝日は休館）へ。

　成田市の平成20年度の農作業標準賃金と機械作業標準料金が次の通り決
まりました。

平成20年度農作業標準賃金と機械作業標準料金

作業種目 契約種別 標準賃金（円） 備　　考

水田作業 1日 8,600 実労働時間は8時間

畑作業 1日 7,600 実労働時間は8時間

作業種目 契約種別 標準料金（円） 備　　考

水田耕起 トラクター 10a請負 6,000

1回分の料金
畑耕起

ト
ラ
ク
タ
ー

普通ロータリー

10a請負

5,500

深耕ロータリー 16,000

サブソイラー 5,300

水田代かき
トラクターロータリー 10a請負 6,000

トラクタードライブハロー 10a請負 6,300

植え付け
田植機 10a請負 7,000 苗費は含まない

田植機側条施肥 10a請負 7,500 苗費・肥料費は含
まない

刈取脱穀 コンバイン 10a請負 18,800 倒伏水田は割増し

乾燥調整 60kg当たり 2,600
この料金のうち籾
摺料金分について
は615円

育苗 1箱当たり 770 ─

畦塗り トラクター 1m当たり 36 ─

農作業標準賃金

果樹収穫作業については、畑作業の賃金額を準用のこと
機械作業標準料金

乾燥調整、育苗を除く農作業は、オペレーター 1人付き料金

※くわしくは農業委員会事務局（☎20-1573）へ。
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県民の安全を守る
「千葉県警察官採用試験」

　平成20年度（第1回）の県警察官採用試
験を次の通り行います。
第1次試験日＝5月11日（日）

（警察官Aは学校教育法に規定する大学
を卒業した人（卒業見込みの人を含む）、
警察官Bは警察官Aに該当しない人）
受付期間＝4月21日（月）まで
受付場所＝成田警察署・交番・駐在所
※詳細は警察署などにある受験案内をご

覧ください。くわしくは成田警察署
警務課（☎27-0110内線211）へ。

子育てを応援
「2歳児親子教室」

期日＝5月20日・27日、6月3日・10日・
17日・24日の火曜日（全6回）

時間＝午前10時〜11時30分
会場＝中央公民館・遠山公民館
内容＝幼児の心身の発達を学び、子育て

の相談・親子交流などを行う
対象＝平成17年6月25日〜平成18年5

月20日生まれの子どもと親
定員＝中央公民館25組・遠山公民館15

組（応募者多数は抽選）
参加費＝無料
申込方法＝5月1日（木）（必着）までに、往復

はがきに住所・親子の氏名（フリガナ）・
子の生年月日・性別・電話番号・会場（両
方に参加可能な場合は第1・第2希望の
順）・兄弟を連れての参加の場合はその
旨を書いて、中央公民館（〒286-0017 
赤坂1-1-3）へ

※くわしくは同館（☎27-5911、第1月
曜日・祝日は休館）へ。

リサイクルを推進
「フリーマーケットと再生品の即売会」

日時＝5月18日（日） 午前9時〜午後3　
時（即売会は午前11時と午後2時）

会場＝リサイクルプラザ
フリーマーケットへの出店者
受付期間＝4月15日（火）〜5月17日（土）

の午前9時〜午後5時
出店資格＝市内に住んでいて、出品物の

販売を生業としていない人
出店数＝35店舗（先着順）
※くわしくはリサイクルプラザ（☎

36-1000、月曜日・祝日は休館）へ。

あなたも弾いてみませんか
「グランドピアノ」

日時＝①5月10日（土）②5月11日（日） 
午前9時〜午後5時

会場＝国際文化会館大ホール
演奏時間＝1人30分
対象＝市内在住・在勤・在学の人（中学

生以下は保護者の同伴が必要）
定員＝各日14人（応募者多数は抽選）
参加費＝500円
申込方法＝4月30日（水）（必着）までに

郵便またはFAXで住所・氏名・職
業・電話番号・希望日を国際文化
会館「スタインウェイ演奏希望」係

（〒286-0021 土屋303、FAX23-13 
34）へ

※くわしくは同館（☎23-1331、月曜日
は休館）へ。

印旛沼流域を歩いて楽しむ
「自然観察会」

日時＝5月17日（土） 午前9時15分〜午
後3時30分（小雨決行）

集合場所＝JR物井駅東口（四街道市）
コース＝四街道市山梨地区コース
講師＝岩瀬徹さん（千葉県生物学会顧問）
定員＝40人（応募者多数は抽選）
参加費＝500円（保険料・教材費）
申込方法＝5月12日（月）（必着）まで

に、往復はがき（1枚に2人まで）に
参加者全員の住所・氏名・年齢・電
話番号を書いて（財）印旛沼環境基金

（〒285-8533 佐倉市宮小路町12）へ
※くわしくは同基金（☎043-485-039 

7）へ。

身近にこんなスポットが
「市内施設見学会」

期日＝5月8日（木）
集合時間と場所＝午前9時・市役所1階

ロビー（午後3時30分解散）
見学コース＝卸売市場、市立図書館、花

植木センター（昼食）、米屋工場
対象＝市内に住んでいる人
定員＝30人（先着順）
参加費＝無料（昼食は各自用意してくだ

さい）
※申し込みは広報課（☎20-1503）へ。

お知らせi
ご協力お願いします

「有害鳥獣の捕獲」

　4月18日（金）〜7月20日（日）の期間、
農作物に被害を与える有害鳥獣の捕獲を
市街地を除く市内全域で行います。獣類
は期間中に箱わなによる捕獲を行い、鳥
類は5月から6月にかけて銃器による捕
獲を行います。
　事故防止のため、皆さんのご協力をお
願いします。
※くわしくは農政課（☎20-1541）へ。

訪問セールスにご用心
「排水設備の清掃と点検」

　宅地内の排水設備の清掃・点検に来た
と市役所から紹介されたようなことを
言って、各家庭を訪問する業者が見受け
られます。市では排水設備の清掃や点検
について、業者の紹介やあっせんは一切
行っていません。市から業務を委託され
た業者は、必ず市発行の身分証明書を携
帯しています。訪問セールスなどで不審
に感じたら下水道課へご連絡ください。
※くわしくは同課（☎20-1553）へ。

威勢のいい掛け声が響く（市場のせり）

試験区分 採用予定数

警察官A（男性） 140人程度

警察官A（女性） 25人程度

警察官B（男性） 30人程度
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伝言板

十余三パークゴルフ場で働く
「臨時職員」

応募資格＝健康で明るい人
募集人数＝6人
業務内容＝①利用者受け付け②コース管

理・コース利用案内指導など
採用期間＝7月1日から
勤務日時＝1週間に3・4日程度（月曜日

を除く）・午前8時30分〜午後5時30
分

勤務場所＝十余三パークゴルフ場
時給＝①790円②830円
応募方法＝5月16日（金）（必着）までに履

歴書を直接または郵送で生涯スポー
ツ課（市役所5階、〒286-8585 花崎
町760）へ

※くわしくは同課（☎20-1584）へ。

日ごろの運動不足を解消
「インディアカ・ソフトバレーボール大会」

期日＝5月25日（日）
時間＝午前9時から
会場＝市体育館アリーナ
競技方法＝混合の部（男女半数ずつの

チーム編成）・女子の部に分かれて、4
人制（登録は8人まで）で行う

参加費＝無料
※申し込みは5月14日（水）までに生涯ス

ポーツ課（☎20-1584）へ。

指導者の紹介・登録
「スポーツリーダーバンク」

　市ではスポーツ・レクリエーション活
動の普及推進（技術指導・能力の提供）を
目的とし、指導者の登録・紹介などを行
う「スポーツリーダーバンク」を設置して
います。本年度、リーダーバンク制度の
さらなる活動の充実などを図るため、市
が指定する講習会で資格を取得しリー
ダーバンクに登録する場合に、参加経費
の一部を助成します。
※くわしくは生涯スポーツ課（☎20-15 

84）へ。

日本の原風景 大山千枚田を歩く
「関東デイ・ウォーキング」

期日＝6月1日（日）
集合時間＝午前6時40分
集合場所＝生涯大学校駐車場
コース＝鴨川市内の田園地帯
対象＝健康で脚力に自信のある人
定員＝80人（応募者多数は抽選）
参加費＝3,000円（交通費・保険料）
申込方法＝5月19日（月）までに往復は

がき（1枚に1人）に住所・氏名・年
齢・電話番号を書いて生涯スポーツ
課（〒286-8585 花崎町760）へ

※くわしくは同課（☎20-1584）へ。

あなたの就職を応援
「パソコン講習会・ワード科」

　パソコン操作技術を身に付けて就職し
ませんか。
期間＝5月8日〜6月19日の月・火・木

曜日（全19回）
時間＝午前10時〜午後4時
会場＝勤労会館（不動ヶ岡）
内容＝①パソコンの「ワード」を習得し、

日商PC（文書作成）検定3級（検定日は
6月23日（月））取得を目指す②「エク
セル」の基本操作を習得する

対象＝求職中の市民でパソコン操作技術
を習得して就業しようとする人

定員＝20人（応募者多数は選考）
受講料＝17,000円（教材費・検定料）
申込方法＝4月17日（木）または18日
（金）の午後2時〜4時に応募者本人が
直接会場へ

※くわしくは商工課（☎20-1622）へ。

会社の威信を懸けて
「成田市企業対抗ゴルフ大会」

期日＝6月9日（月）
会場＝総成カントリークラブ（西和泉）
競技方法＝1チーム2人の合計（ネットと

グロス）で競う
参加費＝一人当たり24,000円（プレー・

昼食・賞品・懇親会費含む）
対象＝市内の企業・団体・官公署に勤め

る人で、同一企業などに所属するア
マチュアペア（研修生・学生を除く）

※申し込みは5月20日（火）までに市体
育協会事務局（生涯スポーツ課・☎
20-1584）へ。

一緒に遊ぼう
「3歳児親子ムーブメント教室」

期日＝5月10日、6月14日、7月19日、8 
月9日、9月6日、10月18日の土曜日

（全6回）
時間＝午前10時〜11時30分
会場＝下総公民館
内容＝リトミック・手遊びのほか、体も

心も頭も動かすムーブメント教育を
取り入れた親子遊び

対象＝3歳児とその親
定員と参加費＝15組（先着順）・1回につ

き子ども一人当たり200円
※申し込みは午前9時〜午後5時に下総

公民館（☎96-0090、月曜日・祝日は
休館）へ。

こどもの日にちなみ
「市民乗馬教室」

　専門のスタッフが参加者の年齢や体力
に合わせてサポートします。
日時＝5月5日（月・祝） 午後1時から
会場＝セントラル乗馬倶楽部（松崎）
対象＝小学2年生〜50歳くらいまでの市

民
定員＝10人（先着順）
参加費＝2,100円（ブーツ・ヘルメット

レンタル料、保険料）
申込方法＝4月27日（日）（必着）までに、

はがきに住所・氏名・年齢・電話番
号を書いて成田市馬術協会（〒286- 
0846 松崎1160）へ

※くわしくは同協会（セントラル乗馬倶
楽部・☎28-4388）へ。

募　集

ネット際の攻防も
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●母親学級（予約制）…主に初めて母親になる人が対象
●パパママクラス（予約制）…妊婦とその家族が対象
　※日時などくわしくは健康増進課へ。
●こんにちは赤ちゃん事業…生後4カ月までの赤ちゃんが対象
　※赤ちゃんお誕生連絡票（母子健康手帳別冊1）を健康増進課へ送付。
●ポリオの予防接種…生後3～90カ月未満の乳幼児が対象
　期日＝5月9日（金）・12日（月）　受付時間＝午後1時15分〜2時
　※問診票と母子健康手帳を持参。

日曜祝日診療機関

※来診前に電話で症状を連絡してください。健康保険証を忘れずに。

☎27-1116／赤坂1-3-1（保健福祉館敷地内） 　都合により休診する場合があります。
来診前に電話で問い合わせてください。
成田病院（押畑・☎22-1500）
藤倉クリニック（幸町・☎22-1158）
聖マリア記念病院（取香・☎32-0711）
ひらの内科（ウイング土屋・☎23-8070）
大田クリニック

（午後1時まで・ウイング土屋・☎23-2100）
なのはなクリニック（午前中・吉岡・☎49-0533）

急病診療所

▼一般健康相談 期日 時間 相談を受ける人

歯の健康相談

こころの健康相談（予約制）
4月23日（水）

午後1時30分から
カウンセラー・保健師

5月14日（水） 精神科医師・保健師

▼乳幼児健診・相談 期日 受付時間 対象

4カ月児育児相談 4月30日（水）

午前9時〜9時30分
午後1時〜1時30分

平成19年12月生まれ

10カ月児育児相談 4月18日（金） 平成19年 6月生まれ

1歳6カ月児健診 5月 1日（木） 平成18年10月生まれ

3歳児健診 4月24日（木） 平成16年10月生まれ

2歳児歯科健診 5月 8日（木） 午後1時〜1時30分 平成17年10月生まれ

からだの発達相談（予約制） 5月15日（木） 午後1時30分〜2時30分
身体・運動面など体の発達に心配の
ある乳幼児

こころの発達相談（予約制）

保健インフォメーション
　このコーナーの会場は保健福祉館です。問い合わせは健康増進課（☎27-1111）へ。電話やFAX（27-1114）で健康に関する相談など
も受け付けしています。
　相談の日程は、医師などの都合により変更となる場合があります。

保育園名 電話番号 期日 保育園名 電話番号 期日
＊松　崎 26-8282 4/18(金)、5/2(金)・16(金) 　赤　荻 24-0752

毎日
（土・日・祝日を除く）

　中　台 27-9023 4/16(水)、5/7(水)・21(水) ＊大　栄 73-3000
　新　山 28-2527 4/17(木)、5/1(木)・15(木) ＊宗　吾 26-2472
　長　沼 37-0005 4/25(金)、5/9(金)・23(金) ＊公津の杜 29-6551
　加良部 26-3010 4/15(火)、5/20(火) ＊月かげ 96-0531
　玉　造 26-8889 4/24(木)、5/8(木)・22(木) ＊三里塚第一 35-0165

一時保育のみ
＊吾　妻 27-5773 4/23(水)、5/14(水)・28(水) ＊三里塚第二 35-0081
　橋賀台 28-0676 4/22(火)、5/13(火)・27(火) ＊成　田 22-0856
＊高　岡 96-0042 4/23(水)、5/14(水)・28(水) ＊つのぶえ 22-0867
　小御門 96-2362 4/17(木)、5/1(木)・15(木)

　このコーナーの問い合わせは各保育園
か児童家庭課（☎20-1538）へ。赤荻・大
栄・宗吾・公津の杜保育園以外は予約が必
要です。
＊は一時保育あり（要予約）
時 間＝午前10時〜11時（赤荻は午前9時

〜午後0時15分、大栄は午前9時30分
〜午後4時30分、宗吾は午前9時〜午後
4時、公津の杜は午前9時30分〜午後3
時、月かげは午前9時30分〜11時）

保 育 園 開 放 日

診療
科目 診療日 診療時間

内科
小児科 毎日 午後7時〜午後11時

外科 日曜日・祝日 午前10時〜午後5時

歯科 日曜日・祝日 午前10時〜午後5時
午後7時〜午後11時

日 時＝4月21日(月) 午前10時〜11時45分、午後1
時〜4時

会場＝市役所1階市民ロビー
※ 満16〜69歳の人にご協力いただけます。65歳以

上の人は、60〜64歳の間に献血をした経験があ
ることが必要です。

献血にご協力ください

今月はありません

今月は終わりました。来月はありません
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福祉と健康
いきいき生活、始めましょう

介護予防教室（市委託事業）

■大人のための脳トレーニング
　（ウォーキングと料理計画編）
日時＝5月14日（水）・21日（水）・28日
（水）、6月5日（木）・11日（水）・16日
（月）（全6回） 午後1時30分〜3時30分

会場＝保健福祉館
内容＝認知症予防に効果的なウォーキン

グの実践と料理計画の講座
講師＝NPO認知症予防サポートセン

ター所属講師
対象＝市内に住む65歳以上の人（できる

だけ毎回参加できる人）
定員＝25人（先着順）
参加費＝無料
持ち物＝動きやすい服装・歩数計・筆記

用具・飲み物（水分補給用）
※申し込みは社会福祉協議会（☎27-77 

55）へ。

生活習慣病を予防するためには
市民公開講座

　今年度から生活習慣を見直し病気を予
防することを目的に、内臓脂肪型肥満に
焦点を当てた特定健診・特定保健指導
が実施され
ます。印旛
市郡医師会
ではこの生
活習慣病を
テーマに講
座を開催し
ます。
日時＝5月18日（日） 午後2時〜4時30分
（開場は午後1時30分）

会場＝保健福祉館多目的ホール
内容
◦講演「STOP ！生活習慣病から心臓病

へ」講師：清野精彦さん（日本医科大
学千葉北総病院内科教授）

◦講演「あなたが受ける検査がわかるお
話」講師：亀山雅弥さん（日本医科大
学千葉北総病院中央検査室副技師長）

参加費＝無料
※参加を希望する人は当日直接会場

へ。くわしくは印旛市郡医師会（☎
27-0168）へ。

育児の不安や悩みの相談を
こんにちは赤ちゃん事業

　市では、生後4カ月までの赤ちゃんが
いる家庭を対象に、助産師や保健師が訪
問を行っています。楽しく子育てができ
るよう、子育て支援に関する情報提供や
育児や産後の生活についての不安や悩み
の相談などに応じます。
　赤ちゃんが生まれたら、できるだけ生
後1カ月くらいまでに母子健康手帳別冊
1中の「赤ちゃんお誕生連絡票」を郵送ま
たは直接、健康増進課（保健福祉館）へお
届けください。
※くわしくは同課（☎27-1111）へ。

リフレッシュ日帰りバス交流会
在宅介護者の集い

　在宅で介護をしている介護者の皆さん
のリフレッシュ旅行です。
期日＝5月20日（火）
集合時間と場所＝午前9時15分・保健福

祉館（ふれあいサロン）
＊帰りは午後3時30分の予定
行き先＝京成バラ園（八千代市）、川村記

念美術館庭園散策（佐倉市）
対象＝市内在住で在宅介護をしている人
定員＝25人（先着順）
参加費＝2,100円（食事代など）
※申し込みは5月9日（金）までに社会福

祉協議会（☎27-7755）へ。

機能訓練に参加しませんか
若がえり隊

　市では、脳卒中などによる軽い障がい
のある人を対象に、日常生活動作訓練の
ほか、体操や軽スポーツ・音楽療法など
を取り入れた楽しい訓練を行っています。
仲間作りや社会参加のきっかけに参加し
ませんか。修了後はOB会でボランティア
や学習活動などをする機会もあります。
日時＝毎週水曜日 午前10時〜午後3時
（7カ月で修了）

会場＝保健福祉館（送迎あり）
対象＝脳卒中や難病などによる軽い障が

いのある40〜64歳までの人（対象外
でも希望する人はご相談ください）

※ くわしくは健康増進課（☎27-1111）へ。

より良い育ちのために
簡易マザーズホーム

　簡易マザーズホームは、発達に遅れや
障がいがあるお子さんと保護者のための
通園施設です。いろいろな遊びを楽しむ
こと、また規則正しい生活を繰り返すこ
とで、保護者とともに子どもたちの心と
体を育てることを目的にしています。
対象＝発達に遅れや障がいのある小学校

就学前の幼児（一部小学生以上の利用
も可）

開園日時＝月〜金曜日の午前10時〜午
後3時

場所＝赤坂1-3-1（保健福祉館敷地内）
おもな療育支援
◦保育（遊びや運動、基本的生活習慣へ

の支援）
◦専門療育（理学療法・作業療法・音楽

療法など）
◦温水プールを利用した水療育
小学生以上が利用できる支援
◦水療育（月2回、知的グループと肢体

グループに分かれて実施。知的障が
い児は小学4年生まで、肢体不自由児
は小学6年生まで）

◦個別の理学療法（状態に応じ月1〜2
回）

利用方法＝「障害福祉サービス受給者証」
が必要です。申請は障がい者福祉課

（市役所議会棟1階）へ
※お子さんの発育・発達についての相談

にも応じています。くわしくは簡易
マザーズホーム（☎26-9918）へ。

希望する人はお問い合わせを
ことばの相談室

　市内に住んでいることばの発達や発音
の誤り、吃

きつ

音などで心配のある就学前の
お子さんを対象に相談、訓練などを行っ
ています。予約制ですので、希望する人
は健康増進課へお問い合わせください。
※くわしくは同課（☎27-1111）へ。

広報なりた2008.4.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です��
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成田市役所本庁舎（行政棟、議
会棟、消防本部、成田消防署）は
ISO14001の認証登録を受けて
います。

06ER・586

　私が西中学校を卒業した昭和49年

の学級数は7クラス。ニュータウンに入居が始まり、生徒

増から途中で1クラス増えたように記憶しています。7ク

ラスでも十分大規模ですが、平成25年想定では1学年9ク

ラスとさらに過大規模校に。学校適正配置は、子どもた

ちの将来に、そして地域にとっても、非常に重要な問題

です。ぜひとも皆さんの貴重なご意見をお寄せください。

平成20年4月15日号 No.1121 成田市のホームページ http://www.city.narita.chiba.jp

平成20年4月15日号／月2回　1日・15日発行／編集発行：成田市役所企画政策部広報課　〒286-8585 花崎町760番地　電話22-1111（大代表）
広報なりたは再生紙を使用しています。

　

太
郎
兵
衛
さ
ん
の
お
宅
で
、
昔
通
り
の
作
り
方
を
し
て
い
る
と
い
う
の
で
、
お
訪た

ず

ね
し
ま
し
た
。

太
郎
兵
衛
さ
ん
は
、
七
十
く
ら
い
の
お
年
寄
り
で
し
た
。

「
お
じ
い
さ
ん
、
苗
は
ど
う
や
っ
て
作
る
の
？
」と
聞
く
と
、

「
そ
う
だ
な
あ
。」

と
深
く
息
を
吸
い
こ
ん
で
、
次
の
よ
う
な
お
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

種
も
み
の
こ
と 

　

⑴ 

選
別　

ま
ず
種
も
み
を
取
り
出
す
。
ね
ず
み
が
入
っ
た
り
し
て
、
ご
み
が
あ
る
の
で
、
ふ
る
い

で
ふ
る
っ
て
き
れ
い
に
す
る
。

　

⑵ 
塩え

ん

水す
い

選せ
ん　

濃
い
塩
水
を
作
っ
て
、
そ
の
中
へ
ひ
た
す
。
塩
水
は
真
水
よ
り
比
重
が
あ
る
の
で
、

実
の
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
い
な
い
も
み
は
浮
か
ぶ
。
そ
れ
を
取
っ
て
捨
て
る
。

　

⑶
良
い
種
だ
け
を
取
っ
て
水
洗
い
し
、
小
さ
な
俵

た
わ
ら

へ
入
れ
る
。

　

⑷ 

小
さ
い
俵
は
、種
井（
こ
の
辺
り
で
は
タ
ネ
ェ
と
い
っ
て
い
る
が
本
当
は
種た

ね

井い

）の
中
へ
つ
け
る
。

苗
代
か
ら
種
ま
き

　

⑸ 

苗

※

代
、
う
な
っ
て
あ
る
田
を
、
も
う
い
ち
ど
耕
し
、
稲
の
株
な
ど
は
深
く
埋
め
、
肥
料
を
入
れ

て
平
ら
に
な
ら
す
。

　

⑹
苗
代
の
ま
わ
り
へ
は
、
小
さ
な
溝
を
作
り
、
水
が
流
れ
る
よ
う
に
す
る
。

　

⑺ 

苗
代
の
中
へ
幅
一
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
う
ね
を
作
る
。
う
ね
と
う
ね
と
の
間
は
、
人
が
歩
け
る

よ
う
に
、
三
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
あ
け
て
お
く
。

　

⑻
種
井
か
ら
出
し
た
種た

ね

籾も
み

を
か
わ
か
し
て
、
う
ね
の
中
へ
平
均
に
ま
く
。 

「
ざ
っ
と
こ
ん
な
こ
と
だ
な
。
種
を
ま
く
季
節
は
四
月
下
旬
だ
け
ど
、
そ
の
年
の
陽
気
に
よ
っ
て
違

う
ん
だ
よ
。
ち
ょ
う
ど
ス
オ
ウ
の
花
の
咲
く
こ
ろ
が
い
い
ん
だ
。
柱

は
し
ら

暦ご
よ
みよ
り
も
花は

な

暦ご
よ
みの
方
が
確
実
な

ん
だ
な
。
稲
も
や
が
て
花
を
咲
か
せ
る
植
物
だ
も
の
ね
。」

　

お
じ
い
さ
ん
は
、
寒
い
中
で
、
稲
を
い
た
わ
る
よ
う
な
口
ぶ
り
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

成
田
の
む
か
し
●

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
長
年
、
市
内
の
小
中
学
校
で
教
職
に
あ
っ
た
蛭
田
光
城
さ
ん
が
市
立
図
書
館
発
行
の「
成
田
の
む
か
し
」に
執
筆
し
た
成
田
の
昔

の
暮
ら
し
の
様
子
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

文　

蛭ひ
る

田た

光み
つ

城き

絵　

野
上
和
彦

苗
代
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※【苗代（なわしろ）】
籾
もみ

をまいて稲の苗を育
てるところ。


